
(57)【要約】

【課題】ユーザの視線位置データを取得し、取得された

視線位置データに基づいて、予め設定された設定条件を

変更することができるようにし、これにより、超音波診

断装置の操作性を向上させることができるようにする。

【解決手段】本発明の超音波診断装置において、視線位

置データ取得部２７は、視線位置入力部１４からユーザ

の現在の視線位置データを取得し、設定条件変更部２６

は、視線位置データに基づいて設定されている領域を変

更する。また、設定条件変更部２６は、焦点位置設定条

件データベースを参照し、設定された領域のデータに基

づいて、設定されている焦点位置を変更し、主制御部２

１は、送信部２２および受信部２３に焦点位置を移動さ

せる。さらに、設定条件変更部２６は、画質設定条件デ

ータベースを参照し、設定された領域のデータに基づい

て、設定されている画質設定条件を最適な画質設定条件

に変更する。

【選択図】　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
被 検 体 に 超 音 波 ビ ー ム を 走 査 す る こ と で 画 像 デ ー タ を 取 得 す る 画 像 デ ー タ 取 得 手 段 と 、
　 ユ ー ザ の 視 線 位 置 に 関 す る デ ー タ で あ る 視 線 位 置 デ ー タ を 取 得 す る 視 線 位 置 デ ー タ 取 得
手 段 と 、
　 前 記 視 線 位 置 デ ー タ 取 得 手 段 に よ り 取 得 さ れ た 前 記 視 線 位 置 デ ー タ に 基 づ い て 、 前 記 画
像 デ ー タ 取 得 手 段 に よ り 前 記 被 検 体 に 超 音 波 ビ ー ム を 走 査 す る こ と で 前 記 画 像 デ ー タ を 取
得 す る 際 の 設 定 条 件 を 変 更 す る 設 定 条 件 変 更 手 段 と
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 設 定 条 件 変 更 手 段 に よ り 変 更 さ れ る 前 記 設 定 条 件 に は 、 少 な く と も 、 送 信 さ れ た 超 音
波 の 焦 点 位 置 が 含 ま れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 設 定 条 件 変 更 手 段 に よ り 変 更 さ れ る 前 記 設 定 条 件 に は 、 少 な く と も 、 超 音 波 の 送 信 波
形 、 送 信 周 波 数 、 送 信 波 数 、 受 信 周 波 数 、 お よ び 音 響 レ ベ ル が 含 ま れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 視 線 位 置 デ ー タ 取 得 手 段 に よ り 取 得 さ れ た 前 記 視 線 位 置 デ ー タ に 基 づ い て 、 ユ ー ザ
の 視 線 位 置 が 同 一 の 領 域 に 所 定 の 時 間 属 す る か 否 か を 判 定 す る 時 間 判 定 手 段 を さ ら に 備 え
、
　 前 記 時 間 判 定 手 段 に よ り ユ ー ザ の 視 線 位 置 が 同 一 の 領 域 に 所 定 の 時 間 属 す る と 判 定 さ れ
た 場 合 、 前 記 設 定 条 件 変 更 手 段 は 、 ユ ー ザ の 現 在 の 視 線 位 置 が 属 す る 領 域 を 、 予 め 設 定 さ
れ て い る 所 定 の 領 域 か ら 、 前 記 時 間 判 定 手 段 に よ り 所 定 の 時 間 属 す る と 判 定 さ れ た 領 域 に
変 更 し 、 変 更 さ れ た 領 域 に 基 づ い て 前 記 設 定 条 件 を 変 更 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
視 線 入 力 を 開 始 す る 旨 の 指 示 が な さ れ た か 否 か を 判 定 す る 視 線 入 力 開 始 指 示 判 定 手 段 と 、
　 視 線 入 力 を 終 了 す る 旨 の 指 示 が な さ れ た か 否 か を 判 定 す る 視 線 入 力 終 了 指 示 判 定 手 段 と
　 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 視 線 位 置 デ ー タ 取 得 手 段 は 、 前 記 視 線 入 力 開 始 指 示 判 定 手 段 に よ り 前 記 視 線 入 力 を
開 始 す る 旨 の 指 示 が な さ れ た と 判 定 さ れ た と き 、 前 記 視 線 位 置 デ ー タ の 取 得 を 開 始 し 、 前
記 視 線 入 力 終 了 指 示 判 定 手 段 に よ り 前 記 視 線 入 力 を 終 了 す る 旨 の 指 示 が な さ れ た と 判 定 さ
れ る ま で 、 前 記 視 線 位 置 デ ー タ の 取 得 を 繰 り 返 す
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 設 定 条 件 変 更 手 段 に よ り 前 記 設 定 条 件 が 変 更 さ れ た と き 、 前 記 設 定 条 件 が 変 更 さ れ た 旨
の ア イ コ ン に 代 表 さ れ る 図 や 文 字 あ る い は ダ イ ア ロ グ を 表 示 す る 変 更 実 施 に 関 す る 表 示 制
御 手 段 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 設 定 条 件 変 更 手 段 に よ り 前 記 設 定 条 件 を 変 更 す る と き 、 前 記 設 定 条 件 の う ち 、 変 更 す
る 設 定 条 件 で あ る か 否 か を 判 定 す る 設 定 条 件 変 更 判 定 手 段 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 設 定 条 件 変 更 手 段 は 、 前 記 設 定 条 件 変 更 判 定 手 段 に よ り 変 更 す る 設 定 条 件 で あ る と
判 定 さ れ た 設 定 条 件 を 変 更 し 、 前 記 設 定 条 件 変 更 判 定 手 段 に よ り 変 更 す る 設 定 条 件 で は な
い と 判 定 さ れ た 設 定 条 件 を 変 更 し な い
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 ユ ー ザ の 視 線 位 置 に 関 す る デ ー タ で あ る 視 線 位 置 デ ー タ を 取 得 す る 視 線 位 置 デ ー タ 取 得
ス テ ッ プ と 、
　 前 記 視 線 位 置 デ ー タ 取 得 ス テ ッ プ の 処 理 に よ り 取 得 さ れ た 前 記 視 線 位 置 デ ー タ に 基 づ い
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て 、 前 記 画 像 デ ー タ 取 得 ス テ ッ プ の 処 理 に よ り 前 記 被 検 体 に 超 音 波 ビ ー ム を 走 査 す る こ と
で 前 記 画 像 デ ー タ を 取 得 す る 際 の 設 定 条 件 を 変 更 す る 設 定 条 件 変 更 ス テ ッ プ と
を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 の 画 像 処 理 プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
被 検 体 に 超 音 波 ビ ー ム を 走 査 す る こ と で 画 像 デ ー タ を 取 得 す る 画 像 デ ー タ 取 得 手 段 と 、
　 ユ ー ザ の 頭 部 位 置 に 関 す る デ ー タ で あ る 頭 部 位 置 デ ー タ を 取 得 す る 頭 部 位 置 デ ー タ 取 得
手 段 と 、
　 前 記 頭 部 位 置 デ ー タ 取 得 手 段 に よ り 取 得 さ れ た 前 記 頭 部 位 置 デ ー タ に 基 づ い て 、 前 記 画
像 デ ー タ 取 得 手 段 に よ り 前 記 被 検 体 に 超 音 波 ビ ー ム を 走 査 す る こ と で 前 記 画 像 デ ー タ を 取
得 す る 際 の 設 定 条 件 を 変 更 す る 設 定 条 件 変 更 手 段 と
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
被 検 体 に 超 音 波 ビ ー ム を 走 査 す る こ と で 画 像 デ ー タ を 取 得 す る 画 像 デ ー タ 取 得 ス テ ッ プ と
、
　 ユ ー ザ の 頭 部 位 置 に 関 す る デ ー タ で あ る 頭 部 位 置 デ ー タ を 取 得 す る 頭 部 位 置 デ ー タ 取 得
ス テ ッ プ と 、
　 前 記 頭 部 位 置 デ ー タ 取 得 ス テ ッ プ の 処 理 に よ り 取 得 さ れ た 前 記 頭 部 位 置 デ ー タ に 基 づ い
て 、 前 記 画 像 デ ー タ 取 得 ス テ ッ プ の 処 理 に よ り 前 記 被 検 体 に 超 音 波 ビ ー ム を 走 査 す る こ と
で 前 記 画 像 デ ー タ を 取 得 す る 際 の 設 定 条 件 を 変 更 す る 設 定 条 件 変 更 ス テ ッ プ と
を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 の 画 像 処 理 プ ロ グ ラ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 超 音 波 診 断 装 置 お よ び そ の 画 像 処 理 プ ロ グ ラ ム に 係 り 、 特 に 、 ユ ー ザ の 視 線 位
置 に 関 す る デ ー タ で あ る 視 線 位 置 デ ー タ を 取 得 し 、 取 得 さ れ た 視 線 位 置 デ ー タ に 基 づ い て
、 予 め 設 定 さ れ た 設 定 条 件 を 変 更 す る こ と が で き る よ う に し 、 こ れ に よ り 、 超 音 波 診 断 装
置 の 操 作 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る よ う に し た 超 音 波 診 断 装 置 お よ び そ の 画 像 処 理 プ ロ
グ ラ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 超 音 波 診 断 装 置 は 生 体 内 情 報 の 画 像 を 表 示 す る 診 断 装 置 で あ り 、 X線 診 断 装 置 や CT診 断
装 置 な ど の 他 の 診 断 装 置 に 比 べ 、 安 価 で 、 患 者 （ 以 下 、 「 被 検 体 」 と い う 。 ） が 被 爆 す る
こ と が な く 、 さ ら に 、 非 侵 襲 性 を 有 し 、 リ ア ル タ イ ム で 観 測 で き る た め 、 有 用 な 診 断 装 置
と し て 利 用 さ れ て い る 。 超 音 波 診 断 装 置 の 適 用 範 囲 は 広 く 、 心 臓 な ど の 循 環 器 、 肝 臓 や 腎
臓 な ど の 腹 部 、 抹 消 血 管 、 お よ び 脳 血 管 な ど に 適 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 超 音 波 診 断 装 置 を 用 い て 被 検 体 の 対 象 部 位 を ス キ ャ ン し な が ら 装 置 の パ ネ ル
を 操 作 す る 場 合 、 ユ ー ザ （ 例 え ば 、 医 師 や 技 師 。 以 下 、 同 様 ） は 、 診 断 に 適 切 な ス キ ャ ン
断 面 の 画 像 が 表 示 さ れ る よ う に 、 自 ら の 手 を 固 定 し つ つ 、 体 を ひ ね っ た り 、 傾 倒 さ せ た り
し な け れ ば な ら な か っ た 。 そ の 結 果 、 ユ ー ザ の 多 く が 、 肩 こ り や 腰 の 痛 み を 訴 え る よ う に
な っ て き て い る 。 ヨ ー ロ ッ パ で は 、 超 音 波 診 断 装 置 を 用 い た 検 査 に 従 事 す る ユ ー ザ の ８ 割
が 何 ら か の 体 の 痛 み を 訴 え 、 そ の う ち ２ 割 の ユ ー ザ が 体 の 故 障 を 理 由 に 退 職 す る と い う 報
告 が な さ れ て い る 。 こ の よ う な 報 告 は 多 数 な さ れ て お り 、 そ れ ら の 報 告 の 中 に は 、 超 音 波
診 断 装 置 の 設 計 自 体 が 主 原 因 で あ り 、 そ の 設 計 は 人 間 工 学 的 に 問 題 が あ る と 結 論 付 け る 報
告 も な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 超 音 波 診 断 装 置 の 設 計 に お け る 問 題 点 の １ つ と し て 、 特 に 、 ユ ー ザ が 超 音 波 診 断 装
置 を 操 作 す る 際 、 作 業 中 に ユ ー ザ の 両 手 が ふ さ が っ て し ま う と い う 問 題 点 が あ っ た 。 そ こ
で 、 こ の よ う な 問 題 点 を 解 消 す べ く 、 フ ッ ト ス イ ッ チ を 用 い て ユ ー ザ が 足 に よ り 入 力 を 行
う 方 法 が 提 案 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 人 間 工 学 の 観 点 か ら 、 音 声 入 力 に よ り 超 音 波 診 断 装 置 の 画 像 モ ー ド や 画 質 条 件 の
設 定 を 行 う 方 法 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 さ ら に 、 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ル シ ス テ ム を 用 い て 、 超 音 波 診 断 装 置 に よ る 検 査 の 複 雑 な
手 順 に マ ク ロ 的 な 制 御 を 組 み 合 わ せ て 、 簡 単 な 操 作 で 複 合 的 に 超 音 波 診 断 装 置 の 操 作 を 行
う 方 法 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 一 般 の 手 術 用 と し て 、 ユ ー ザ が 手 術 用 顕 微 鏡 （ 光 学 機 器 ） を 用 い て 視 線 に よ り 入
力 を 行 う 方 法 も 提 案 さ れ て お り 、 特 に 、 ユ ー ザ の 視 線 と 観 察 対 象 部 位 と の 位 置 ず れ に 対 し
、 ユ ー ザ が 操 作 す る こ と な く 、 観 察 部 位 を 注 視 し て い る 視 線 に 光 学 機 器 を 自 動 追 従 さ せ 、
所 望 の 観 察 対 象 部 位 を 視 野 中 心 部 に 位 置 さ せ る 視 線 自 動 追 従 方 法 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え
ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ６ １ － １ ７ ２ ５ ５ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 フ ッ ト ス イ ッ チ を 用 い て 足 に よ り 入 力 を 行 う 方 法 に よ れ ば 、 作 業 中 に 両
手 が ふ さ が っ た 状 態 で あ っ て も 、 ユ ー ザ は フ ッ ト ス イ ッ チ を 用 い て 足 に よ り 入 力 を 行 う こ
と は で き る が 、 そ も そ も 、 足 に よ る 入 力 で あ る た め 、 依 然 と し て 操 作 性 が 悪 い と い う 課 題
が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 フ ッ ト ス イ ッ チ を 用 い て 足 に よ り 入 力 を 行 う 方 法 に お い て は 、 ユ ー ザ が 足 に よ り
入 力 を 行 う こ と や 、 ユ ー ザ の 足 が 作 業 中 比 較 的 見 え に く い と こ ろ に あ る な ど の 理 由 か ら 、
複 雑 な 操 作 を 設 け る こ と は で き ず 、 フ ッ ト ス イ ッ チ に 設 け ら れ る 操 作 は 、 ス キ ャ ン の フ リ
ー ズ の ON/OFFの 制 御 や 画 面 の 画 像 を 出 力 す る な ど の 簡 単 な 操 作 に 限 定 さ れ て し ま う と い う
課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 音 声 入 力 に よ り 超 音 波 診 断 装 置 の 画 像 モ ー ド や 画 質 条 件 の 設 定 を 行 う 方 法 で は
、 音 声 入 力 に お け る 音 声 認 識 率 は ま だ 完 全 な も の で は な く 、 ま た 、 音 声 入 力 を 用 い て し ま
う と 、 ユ ー ザ は 、 超 音 波 診 断 装 置 の 画 像 モ ー ド や 画 質 条 件 の 設 定 と 被 検 体 と の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン の い ず れ か 一 方 し か 行 う こ と が で き な い と い う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ル シ ス テ ム を 用 い て 、 超 音 波 診 断 装 置 に よ る 検 査 の 複 雑 な 手
順 に マ ク ロ 的 な 制 御 を 組 み 合 わ せ て 、 簡 単 な 操 作 で 複 合 的 に 超 音 波 診 断 装 置 の 操 作 を 行 う
方 法 に よ れ ば 、 ユ ー ザ は 、 簡 単 な 操 作 で 複 合 的 に 超 音 波 診 断 装 置 の 操 作 を 行 う こ と が 可 能
と な っ て い る が 、 リ モ ー ト コ ン ト ロ ー ラ へ の 入 力 は 、 依 然 と し て 、 ユ ー ザ 自 身 の 手 に よ ら
な け れ ば な ら な い と い う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 特 許 文 献 １ に 提 案 さ れ て い る 方 法 に よ れ ば 、 ユ ー ザ の 視 線 と 観 察 対 象 部 位 と の
位 置 ず れ に 対 し 、 ユ ー ザ が 操 作 す る こ と な く 、 観 察 部 位 を 注 視 し て い る 視 線 に 光 学 機 器 を
自 動 追 従 さ せ 、 所 望 の 観 察 対 象 部 位 を 視 野 中 心 部 に 位 置 さ せ る こ と は で き る が 、 観 察 対 象
部 位 の 位 置 を 移 動 さ せ る こ と し か で き な い た め 、 ユ ー ザ が 種 々 の 入 力 を 行 う 必 要 が あ る 超
音 波 診 断 装 置 に は 、 そ の ま ま 用 い る こ と は で き な い と い う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 状 況 に 鑑 み て な さ れ て も の で あ り 、 ユ ー ザ の 視 線 位 置 に 関 す る デ
ー タ で あ る 視 線 位 置 デ ー タ を 取 得 し 、 取 得 さ れ た 視 線 位 置 デ ー タ に 基 づ い て 、 予 め 設 定 さ
れ た 設 定 条 件 を 変 更 す る こ と が で き る よ う に し 、 こ れ に よ り 、 超 音 波 診 断 装 置 の 操 作 性 を
向 上 さ せ る こ と が で き る 超 音 波 診 断 装 置 お よ び そ の 画 像 処 理 プ ロ グ ラ ム を 提 供 す る こ と を
目 的 と し て い る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 上 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 、 被 検 体 に 超 音 波 ビ ー ム を
走 査 す る こ と で 画 像 デ ー タ を 取 得 す る 画 像 デ ー タ 取 得 手 段 と 、 ユ ー ザ の 視 線 位 置 に 関 す る
デ ー タ で あ る 視 線 位 置 デ ー タ を 取 得 す る 視 線 位 置 デ ー タ 取 得 手 段 と 、 視 線 位 置 デ ー タ 取 得
手 段 に よ り 取 得 さ れ た 視 線 位 置 デ ー タ に 基 づ い て 、 画 像 デ ー タ 取 得 手 段 に よ り 被 検 体 に 超
音 波 ビ ー ム を 走 査 す る こ と で 画 像 デ ー タ を 取 得 す る 際 の 設 定 条 件 を 変 更 す る 設 定 条 件 変 更
手 段 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 設 定 条 件 変 更 手 段 に よ り 変 更 さ れ る 設 定 条 件 に は 、 少 な く と も 、 送 信 さ れ た 超 音 波 の 焦
点 位 置 が 含 ま れ る よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 設 定 条 件 変 更 手 段 に よ り 変 更 さ れ る 設 定 条 件 に は 、 少 な く と も 、 超 音 波 の 送 信 波 形 、 送
信 周 波 数 、 送 信 波 数 、 受 信 周 波 数 、 お よ び 音 響 レ ベ ル が 含 ま れ る よ う に す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 視 線 位 置 デ ー タ 取 得 手 段 に よ り 取 得 さ れ た 視 線 位 置 デ ー タ に 基
づ い て 、 ユ ー ザ の 視 線 位 置 が 同 一 の 領 域 に 所 定 の 時 間 属 す る か 否 か を 判 定 す る 時 間 判 定 手
段 を さ ら に 備 え 、 時 間 判 定 手 段 に よ り ユ ー ザ の 視 線 位 置 が 同 一 の 領 域 に 所 定 の 時 間 属 す る
と 判 定 さ れ た 場 合 、 設 定 条 件 変 更 手 段 は 、 ユ ー ザ の 現 在 の 視 線 位 置 が 属 す る 領 域 を 、 予 め
設 定 さ れ て い る 所 定 の 領 域 か ら 、 時 間 判 定 手 段 に よ り 所 定 の 時 間 属 す る と 判 定 さ れ た 領 域
に 変 更 し 、 変 更 さ れ た 領 域 に 基 づ い て 設 定 条 件 を 変 更 す る よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 視 線 入 力 を 開 始 す る 旨 の 指 示 が な さ れ た か 否 か を 判 定 す る 視 線
入 力 開 始 指 示 判 定 手 段 と 、 視 線 入 力 を 終 了 す る 旨 の 指 示 が な さ れ た か 否 か を 判 定 す る 視 線
入 力 終 了 指 示 判 定 手 段 と を さ ら に 備 え 、 視 線 位 置 デ ー タ 取 得 手 段 は 、 視 線 入 力 開 始 指 示 判
定 手 段 に よ り 視 線 入 力 を 開 始 す る 旨 の 指 示 が な さ れ た と 判 定 さ れ た と き 、 視 線 位 置 デ ー タ
の 取 得 を 開 始 し 、 視 線 入 力 終 了 指 示 判 定 手 段 に よ り 視 線 入 力 を 終 了 す る 旨 の 指 示 が な さ れ
た と 判 定 さ れ る ま で 、 視 線 位 置 デ ー タ の 取 得 を 繰 り 返 す よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 設 定 条 件 変 更 手 段 に よ り 設 定 条 件 が 変 更 さ れ た と き 、 設 定 条 件
が 変 更 さ れ た 旨 の ダ イ ア ロ グ を 表 示 す る 変 更 ダ イ ア ロ グ 表 示 制 御 手 段 を さ ら に 備 え る よ う
に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 設 定 条 件 変 更 手 段 に よ り 設 定 条 件 を 変 更 す る と き 、 設 定 条 件 の
う ち 、 変 更 す る 設 定 条 件 で あ る か 否 か を 判 定 す る 設 定 条 件 変 更 判 定 手 段 を さ ら に 備 え 、 設
定 条 件 変 更 手 段 は 、 設 定 条 件 変 更 判 定 手 段 に よ り 変 更 す る 設 定 条 件 で あ る と 判 定 さ れ た 設
定 条 件 を 変 更 し 、 設 定 条 件 変 更 判 定 手 段 に よ り 変 更 す る 設 定 条 件 で は な い と 判 定 さ れ た 設
定 条 件 を 変 更 し な い よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 の 画 像 処 理 プ ロ グ ラ ム は 、 上 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 、 ユ
ー ザ の 視 線 位 置 に 関 す る デ ー タ で あ る 視 線 位 置 デ ー タ を 取 得 す る 視 線 位 置 デ ー タ 取 得 ス テ
ッ プ と 、 視 線 位 置 デ ー タ 取 得 ス テ ッ プ の 処 理 に よ り 取 得 さ れ た 視 線 位 置 デ ー タ に 基 づ い て
、 画 像 デ ー タ 取 得 ス テ ッ プ の 処 理 に よ り 被 検 体 に 超 音 波 ビ ー ム を 走 査 す る こ と で 画 像 デ ー
タ を 取 得 す る 際 の 設 定 条 件 を 変 更 す る 設 定 条 件 変 更 ス テ ッ プ と を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ
る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 上 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 、 被 検 体 に 超 音 波 ビ ー ム を
走 査 す る こ と で 画 像 デ ー タ を 取 得 す る 画 像 デ ー タ 取 得 手 段 と 、 ユ ー ザ の 頭 部 位 置 に 関 す る
デ ー タ で あ る 頭 部 位 置 デ ー タ を 取 得 す る 頭 部 位 置 デ ー タ 取 得 手 段 と 、 頭 部 位 置 デ ー タ 取 得
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手 段 に よ り 取 得 さ れ た 頭 部 位 置 デ ー タ に 基 づ い て 、 画 像 デ ー タ 取 得 手 段 に よ り 被 検 体 に 超
音 波 ビ ー ム を 走 査 す る こ と で 画 像 デ ー タ を 取 得 す る 際 の 設 定 条 件 を 変 更 す る 設 定 条 件 変 更
手 段 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 の 画 像 処 理 プ ロ グ ラ ム は 、 上 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 、 被
検 体 に 超 音 波 ビ ー ム を 走 査 す る こ と で 画 像 デ ー タ を 取 得 す る 画 像 デ ー タ 取 得 ス テ ッ プ と 、
ユ ー ザ の 頭 部 位 置 に 関 す る デ ー タ で あ る 頭 部 位 置 デ ー タ を 取 得 す る 頭 部 位 置 デ ー タ 取 得 ス
テ ッ プ と 、 頭 部 位 置 デ ー タ 取 得 ス テ ッ プ の 処 理 に よ り 取 得 さ れ た 頭 部 位 置 デ ー タ に 基 づ い
て 、 画 像 デ ー タ 取 得 ス テ ッ プ の 処 理 に よ り 被 検 体 に 超 音 波 ビ ー ム を 走 査 す る こ と で 画 像 デ
ー タ を 取 得 す る 際 の 設 定 条 件 を 変 更 す る 設 定 条 件 変 更 ス テ ッ プ と を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ
せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 お よ び そ の 画 像 処 理 プ ロ グ ラ ム に お い て は 、 被 検 体 に 超 音 波 ビ
ー ム を 走 査 す る こ と で 画 像 デ ー タ が 取 得 さ れ 、 ユ ー ザ の 視 線 位 置 に 関 す る デ ー タ で あ る 視
線 位 置 デ ー タ が 取 得 さ れ 、 取 得 さ れ た 視 線 位 置 デ ー タ に 基 づ い て 、 被 検 体 に 超 音 波 ビ ー ム
を 走 査 す る こ と で 画 像 デ ー タ が 取 得 さ れ る 際 の 設 定 条 件 が 変 更 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 お よ び そ の 画 像 処 理 プ ロ グ ラ ム に お い て は 、 被 検 体 に 超 音 波 ビ
ー ム を 走 査 す る こ と で 画 像 デ ー タ が 取 得 さ れ 、 ユ ー ザ の 頭 部 位 置 に 関 す る デ ー タ で あ る 頭
部 位 置 デ ー タ が 取 得 さ れ 、 取 得 さ れ た 頭 部 位 置 デ ー タ に 基 づ い て 、 被 検 体 に 超 音 波 ビ ー ム
を 走 査 す る こ と で 画 像 デ ー タ が 取 得 さ れ る 際 の 設 定 条 件 が 変 更 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ユ ー ザ の 視 線 位 置 に 関 す る デ ー タ で あ る 視 線 位 置 デ ー タ を 取 得 す る こ
と が で き る 。 ま た 、 取 得 さ れ た 視 線 位 置 デ ー タ に 基 づ い て 、 予 め 設 定 さ れ た 焦 点 位 置 を 移
動 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 取 得 さ れ た 視 線 位 置 デ ー タ に 基 づ い て 、 予 め 設 定 さ れ た 設
定 条 件 を 変 更 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 超 音 波 診 断 装 置 の 操 作 性 を 向 上 さ せ る こ と
が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 を 適 用 し た 超 音 波 診 断 装 置 １ の 内 部 の 構 成 を 表 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 超 音 波 診 断 装 置 １ は 、 本 体 １ １ 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ 、 入 力 部
１ ３ 、 視 線 位 置 入 力 部 １ ４ 、 お よ び 表 示 部 １ ５ に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 本 体 １ １ は 、 主 制 御 部 ２ １ 、 送 信 部 ２ ２ 、 受 信 部 ２ ３ 、 画 像 処
理 取 得 部 ２ ４ 、 記 憶 部 ２ ５ 、 設 定 条 件 変 更 部 ２ ６ 、 視 線 位 置 デ ー タ 取 得 部 ２ ７ 、 お よ び DS
C（ Digital Scan Converter） ２ ８ が 入 出 力 イ ン タ フ ェ ー ス ２ ９ を 介 し て 接 続 さ れ て 構 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 主 制 御 部 ２ １ は 、 CPU(Central Processing Unit)か ら な り 、 種 々 の 制 御 信 号 を 生 成 し 、
供 給 す る こ と に よ り 超 音 波 診 断 装 置 １ を 総 括 的 に 制 御 す る 。 ま た 、 主 制 御 部 ２ １ は 、 画 像
処 理 取 得 部 ２ ４ の Bモ ー ド 処 理 取 得 部 ３ ０ か ら 供 給 さ れ た Bモ ー ド 画 像 デ ー タ と 、 画 像 処 理
取 得 部 ２ ４ の ド プ ラ モ ー ド 処 理 取 得 部 ３ １ か ら 供 給 さ れ た ド プ ラ モ ー ド 画 像 デ ー タ を 取 得
し 、 取 得 さ れ た Bモ ー ド 画 像 デ ー タ と ド プ ラ モ ー ド 画 像 デ ー タ に 種 々 の 演 算 を 施 し 、 そ の
結 果 得 ら れ た Bモ ー ド 画 像 デ ー タ と ド プ ラ 画 像 デ ー タ を 記 憶 部 ２ ５ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 送 信 部 ２ ２ は 、 レ ー ト パ ル ス 発 生 器 、 送 信 遅 延 回 路 、 お よ び パ ル サ （ い ず れ も 図 示 せ ず
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） か ら な り 、 レ ー ト パ ル ス 発 生 器 は 被 検 体 の 内 部 に 放 射 す る 超 音 波 パ ル ス の 繰 り 返 し 周 期
を 決 定 す る レ ー ト パ ル ス を 発 生 し 、 送 信 遅 延 回 路 に 供 給 す る 。 ま た 、 送 信 遅 延 回 路 は 、 主
制 御 部 ２ １ か ら 供 給 さ れ る 制 御 信 号 に 基 づ い て 、 送 信 時 に お け る 超 音 波 ビ ー ム の 焦 点 位 置
と 偏 向 角 度 が 所 定 の 焦 点 位 置 と 偏 向 角 度 と な る よ う に 、 レ ー ト パ ル ス 発 生 器 か ら 供 給 さ れ
た レ ー ト パ ル ス に 遅 延 時 間 を 与 え 、 パ ル サ に 供 給 す る 。 さ ら に 、 パ ル サ は 、 送 信 遅 延 回 路
か ら 供 給 さ れ た レ ー ト パ ル ス に 基 づ い て 、 超 音 波 振 動 子 を 駆 動 す る た め の 高 圧 パ ル ス を 生
成 し 、 生 成 さ れ た 高 圧 パ ル ス を 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 受 信 部 ２ ３ は 、 プ リ ア ン プ 、 受 信 遅 延 回 路 、 お よ び 加 算 器 （ い ず れ も 図 示 せ ず ） か ら な
り 、 プ リ ア ン プ は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ か ら 被 検 体 に 供 給 さ れ た 超 音 波 パ ル ス の エ コ ー 信
号 （ 超 音 波 反 信 号 ） を 取 得 し 、 取 得 さ れ た エ コ ー 信 号 を 所 定 の レ ベ ル ま で 増 幅 し 、 増 幅 さ
れ た エ コ ー 信 号 を 受 信 遅 延 回 路 に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 受 信 遅 延 回 路 は 、 主 制 御 部 ２ １ か ら 供 給 さ れ る 制 御 信 号 に 基 づ い て 、 プ リ ア ン プ か ら 供
給 さ れ た 増 幅 後 の エ コ ー 信 号 に 送 信 部 ２ ２ の 送 信 遅 延 回 路 で 与 え ら れ た 遅 延 時 間 を 元 に 戻
す よ う な 遅 延 時 間 を 与 え 、 加 算 器 に 供 給 す る 。 加 算 器 は 、 受 信 遅 延 回 路 か ら 供 給 さ れ た 各
超 音 波 振 動 子 か ら の エ コ ー 信 号 を 加 算 し 、 加 算 さ れ た エ コ ー 信 号 を 画 像 処 理 取 得 部 ２ ４ の
Bモ ー ド 処 理 取 得 部 ３ ０ と ド プ ラ モ ー ド 処 理 取 得 部 ３ １ に そ れ ぞ れ 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 画 像 処 理 取 得 部 ２ ４ は 、 Bモ ー ド 処 理 取 得 部 ３ ０ と ド プ ラ モ ー ド 処 理 取 得 部 ３ １ に よ り
構 成 さ れ て い る 。 Bモ ー ド 処 理 取 得 部 ３ ０ は 、 対 数 増 幅 器 、 包 絡 線 検 波 回 路 、 お よ び A/D変
換 器 （ い ず れ も 図 示 せ ず ） か ら な り 、 主 制 御 部 ２ １ か ら 供 給 さ れ た 制 御 信 号 に 基 づ い て 、
以 下 の 処 理 を 行 う 。 す な わ ち 、 対 数 増 幅 器 は 、 受 信 部 ２ ３ か ら 供 給 さ れ た エ コ ー 信 号 を 対
数 増 幅 し 、 対 数 増 幅 さ れ た エ コ ー 信 号 を 包 絡 線 検 波 回 路 に 供 給 す る 。 包 絡 線 検 波 回 路 は 、
対 数 増 幅 器 か ら 供 給 さ れ た エ コ ー 信 号 に つ い て 包 絡 線 を 検 波 し 、 検 波 さ れ た エ コ ー 信 号 を
A/D変 換 器 に 供 給 す る 。 A/D変 換 器 は 、 包 絡 線 検 波 回 路 殻 供 給 さ れ た エ コ ー 信 号 を デ ィ ジ タ
ル 信 号 に 変 換 し 、 Bモ ー ド 画 像 デ ー タ と し て 主 制 御 部 ２ １ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ド プ ラ モ ー ド 処 理 取 得 部 ３ １ は 、 基 準 信 号 発 生 器 、 π /２ 位 相 器 、 ミ キ サ 、 LPF（ Low Pa
ss Filter） 、 A/D変 換 器 、 ド プ ラ 信 号 記 憶 回 路 、 FFT（ Fast Fourier Transform） 分 析 器
、 お よ び 演 算 器 （ い ず れ も 図 示 せ ず ） か ら な り 、 主 に 直 交 位 相 検 波 と FFT分 析 が 行 わ れ る
。 す な わ ち 、 ド プ ラ モ ー ド 処 理 取 得 部 ３ １ は 、 受 信 部 ２ ３ か ら 供 給 さ れ た エ コ ー 信 号 を 取
得 し 、 取 得 さ れ た エ コ ー 信 号 を ミ キ サ の 第 １ の 入 力 端 子 に 入 力 す る 。 一 方 、 基 準 信 号 発 生
器 は 、 入 力 信 号 の 中 心 周 波 数 と ほ ぼ 等 し い 周 波 数 を も っ た 基 準 信 号 を 発 生 し 、 ミ キ サ の 第
１ の 入 力 端 子 と π /２ 位 相 器 に 供 給 す る 。 π /２ 位 相 器 は 、 基 準 信 号 発 生 器 か ら 供 給 さ れ た
基 準 信 号 の 位 相 を ９ ０ 度 シ フ ト し 、 ミ キ サ の 第 ２ の 入 力 端 子 に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ミ キ サ は 、 エ コ ー 信 号 を LPFに 供 給 し 、 LPFは 、 ミ キ サ か ら 供 給 さ れ た エ コ ー 信 号 の 高 周
波 成 分 を 除 去 し 、 A/D変 換 器 に 供 給 す る 。 A/D変 換 器 は 、 LPFか ら 供 給 さ れ た エ コ ー 信 号 を
デ ィ ジ タ ル 信 号 に 変 換 し 、 FFT分 析 器 に 供 給 す る 。 FFT分 析 器 は 、 デ ィ ジ タ ル 化 さ れ た エ コ
ー 信 号 の 直 交 成 分 を 一 旦 ド プ ラ 信 号 記 憶 回 路 に 記 憶 し た 後 、 FFT分 析 を 行 い 、 演 算 器 に 供
給 す る 。 演 算 器 は 、 FFT分 析 器 か ら 供 給 さ れ た ド プ ラ 信 号 の 周 波 数 ス ペ ク ト ル に 対 し て 、
そ の 中 心 周 波 数 や 分 散 を 計 算 し 、 主 制 御 部 ２ １ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 記 憶 部 ２ ５ は 、 デ ー タ 記 憶 部 ３ ２ 、 焦 点 位 置 設 定 条 件 デ ー タ ベ ー ス ３ ３ 、 お よ び 画 質 設
定 条 件 デ ー タ ベ ー ス ３ ４ に よ り 構 成 さ れ て い る 。 デ ー タ 記 憶 部 ３ ２ は 、 主 制 御 部 ２ １ に よ
り 種 々 の 演 算 が 施 さ れ た Bモ ー ド 画 像 デ ー タ と ド プ ラ モ ー ド 画 像 デ ー タ を 主 制 御 部 ２ １ か
ら 取 得 し 、 取 得 さ れ た Bモ ー ド 画 像 デ ー タ と ド プ ラ モ ー ド 画 像 デ ー タ を 記 憶 す る 。 ま た 、
デ ー タ 記 憶 部 ３ ２ は 、 種 々 の デ ー タ （ 例 え ば 、 ユ ー ザ の 現 在 の 視 線 位 置 の デ ー タ で あ る 視
線 位 置 デ ー タ や 、 送 信 時 に お け る 超 音 波 ビ ー ム の 現 在 の 焦 点 位 置 の デ ー タ で あ る 焦 点 位 置
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デ ー タ な ど ） を 記 憶 し て お り 、 主 制 御 部 ２ １ か ら の 指 示 に 従 い 、 適 宜 、 記 憶 さ れ て い る デ
ー タ を 本 体 １ １ の 各 部 に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 焦 点 位 置 設 定 条 件 デ ー タ ベ ー ス ３ ３ は 、 ユ ー ザ の 視 線 位 置 が 属 す る 領 域 と 送 信 時 に お け
る 超 音 波 ビ ー ム の 焦 点 位 置 が 対 応 付 け て 登 録 さ れ て お り 、 主 制 御 部 ２ １ か ら の 指 示 に 従 い
、 適 宜 、 設 定 条 件 変 更 部 ２ ６ に 供 給 す る 。 画 質 設 定 条 件 デ ー タ ベ ー ス ３ ４ は 、 ユ ー ザ の 視
線 位 置 が 属 す る 複 数 の 領 域 と 種 々 の 画 質 に 関 す る 設 定 条 件 （ 例 え ば 、 超 音 波 の 送 信 波 形 、
送 信 周 波 数 、 送 信 波 数 な ど ） が 対 応 付 け て 登 録 さ れ て お り 、 主 制 御 部 ２ １ か ら の 指 示 に 従
い 、 適 宜 、 設 定 条 件 変 更 部 ２ ６ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 設 定 条 件 変 更 部 ２ ６ は 、 記 憶 部 ２ ５ の 焦 点 位 置 設 定 条 件 デ ー タ ベ ー ス ３ ３ と 画 質 設 定 条
件 デ ー タ ベ ー ス ３ ４ に 管 理 さ れ て い る デ ー タ ベ ー ス を 参 照 し て 、 視 線 位 置 デ ー タ 取 得 部 ２
７ か ら 供 給 さ れ た ユ ー ザ の 現 在 の 視 線 位 置 デ ー タ と 記 憶 部 ２ ５ の デ ー タ 記 憶 部 ３ ２ か ら 供
給 さ れ た 種 々 の デ ー タ に 基 づ い て 、 ユ ー ザ の 現 在 の 視 線 位 置 が 属 す る 領 域 を 変 更 し 、 焦 点
位 置 を 変 更 し 、 あ る い は 、 画 質 設 定 条 件 を 変 更 す る 。 ま た 、 設 定 条 件 変 更 部 ２ ６ は 、 変 更
さ れ た ユ ー ザ の 現 在 の 視 線 位 置 が 属 す る 領 域 の デ ー タ で あ る 領 域 デ ー タ 、 変 更 さ れ た 焦 点
位 置 の デ ー タ で あ る 焦 点 位 置 デ ー タ 、 お よ び 変 更 さ れ た 画 質 設 定 条 件 デ ー タ を 記 憶 部 ２ ６
に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 視 線 位 置 デ ー タ 取 得 部 ２ ７ は 、 視 線 位 置 入 力 部 １ ４ か ら 供 給 さ れ た ユ ー ザ の 視 線 位 置 デ
ー タ を 取 得 し 、 取 得 さ れ た 視 線 位 置 デ ー タ を 主 制 御 部 ２ １ と 記 憶 部 ２ ５ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 DSC２ ８ は 、 記 憶 部 ２ ５ か ら 供 給 さ れ た Bモ ー ド 画 像 デ ー タ と ド プ ラ モ ー ド 画 像 デ ー タ を
取 得 し 、 取 得 さ れ た Bモ ー ド 画 像 デ ー タ と ド プ ラ モ ー ド 画 像 デ ー タ を 、 超 音 波 ス キ ャ ン の
走 査 線 信 号 列 か ら ビ デ オ フ ォ ー マ ッ ト の 走 査 線 信 号 列 に 変 換 し 、 表 示 部 １ ５ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ は 、 本 体 １ １ と ケ ー ブ ル を 介 し て 接 続 さ れ て お り 、 被 検 体 の 表 面 に
対 し て そ の 前 面 を 接 触 さ せ 超 音 波 の 送 受 信 を 行 う 超 音 波 ト ラ ン ス ジ ュ ー サ で あ り 、 １ 次 元
に ア レ イ 配 列 さ れ た 複 数 個 の 微 小 な 超 音 波 振 動 子 を そ の 先 端 部 分 に 有 し て い る 。 こ の 超 音
波 振 動 子 は 電 気 音 響 変 換 素 子 で あ る 。 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ は 、 送 信 時 に は 本 体 １ １ の 送 信
部 ２ ２ か ら 供 給 さ れ た 電 気 パ ル ス を 超 音 波 パ ル ス （ 送 信 超 音 波 ） に 変 換 し 、 ま た 受 信 時 に
は 被 検 体 に よ り 反 射 さ れ た 超 音 波 （ エ コ ー 信 号 ） を 電 気 信 号 に 変 換 し 、 本 体 １ １ の 受 信 部
２ ３ に 供 給 す る 。 ま た 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ は 、 ケ ー ブ ル を 介 し て 本 体 １ １ の 送 信 部 ２ ２
と 受 信 部 ２ ３ と 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 視 線 位 置 入 力 部 １ ４ は 、 本 体 １ １ の 主 制 御 部 ２ １ の 指 示 に 従 い 、 適 宜 、 ユ ー ザ の 視 線 位
置 の デ ー タ で あ る 視 線 位 置 デ ー タ を 本 体 １ １ の 視 線 位 置 デ ー タ 取 得 部 ２ ７ に 供 給 す る 。 な
お 、 視 線 位 置 入 力 部 １ ４ は 、 本 体 １ １ と 赤 外 線 や Bluetooth（ 登 録 商 標 ） な ど の 無 線 信 号
な ど に よ り デ ー タ の や り 取 り を 行 う よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 入 力 部 １ ４ は 、 ケ ー ブ ル を 介 し て 本 体 １ １ の 入 出 力 イ ン タ フ ェ ー ス ２ ９ と 接 続 さ れ 、 ユ
ー ザ の 種 々 の 指 示 を 入 力 す る た め の 種 々 の キ ー ボ ー ド （ 図 示 せ ず ） や マ ウ ス （ 図 示 せ ず ）
を 有 し て お り 、 ユ ー ザ の 操 作 に よ り 入 力 さ れ た 指 示 を 主 制 御 部 ２ １ に 通 知 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 表 示 部 １ ５ は 、 図 示 せ ぬ LCD(Liquid Crystal Display)や 図 示 せ ぬ CRT(CathodeRay Tube
)が 設 け ら れ て お り 、 超 音 波 ス キ ャ ン の 走 査 線 信 号 列 か ら ビ デ オ フ ォ ー マ ッ ト の 走 査 線 信
号 列 に 変 換 さ れ た Bモ ー ド 画 像 デ ー タ と ド プ ラ モ ー ド 画 像 デ ー タ を DSC２ ８ か ら 取 得 し 、 取
得 さ れ た Bモ ー ド 画 像 デ ー タ と ド プ ラ モ ー ド 画 像 デ ー タ を 図 示 せ ぬ LCDや 図 示 せ ぬ CRTに 表
示 す る 。 ま た 、 表 示 部 １ ５ は 、 主 制 御 部 ２ １ の 指 示 に 従 い 、 種 々 の ダ イ ア ロ グ （ 図 ９ 、 図
１ ５ 、 図 １ ７ 、 ま た は 図 ２ ０ を 用 い て 後 述 す る 視 線 入 力 開 始 ダ イ ア ロ グ ５ ４ 、 焦 点 位 置 移
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動 ダ イ ア ロ グ ６ １ 、 画 質 設 定 条 件 変 更 ダ イ ア ロ グ ６ ３ 、 ま た は 画 質 設 定 条 件 変 更 ダ イ ア ロ
グ ６ ５ ） を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ２ は 、 図 １ の 視 線 位 置 入 力 部 １ ４ の 内 部 の 構 成 を 表 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 視 線 位 置 入 力 部 １ ４ は 、 視 線 位 置 入 力 制 御 部 ４ １ 、 視 線 位 置 入
力 記 憶 部 ４ ２ 、 カ メ ラ ４ ３ 、 お よ び 眼 球 カ メ ラ ４ ４ に よ り 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 こ の 視
線 位 置 入 力 部 １ ４ は 、 ユ ー ザ の 頭 部 に 装 着 で き る よ う に 予 め 設 計 さ れ て お り 、 カ メ ラ ４ ３
が 表 示 部 １ ５ に 表 示 さ れ て い る 画 像 を 撮 像 す る こ と が で き 、 か つ 、 眼 球 カ メ ラ ４ ４ が ユ ー
ザ の 眼 球 の 画 像 を 撮 像 す る こ と が で き る よ う に ユ ー ザ の 頭 部 に 装 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 視 線 位 置 入 力 制 御 部 ４ １ は 、 本 体 １ １ の 主 制 御 部 ２ １ か ら 供 給 さ れ た キ ャ リ ブ レ ー シ ョ
ン 開 始 制 御 信 号 を 取 得 し 、 取 得 さ れ た キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 開 始 制 御 信 号 に 基 づ い て キ ャ リ
ブ レ ー シ ョ ン 処 理 （ 図 ５ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 後 述 す る ） を 開 始 す る 。 視 線 位 置 入
力 制 御 部 ４ １ は 、 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 処 理 が 終 了 す る と 、 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 終 了 制 御 信
号 を 生 成 し 、 本 体 １ １ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 視 線 位 置 入 力 制 御 部 ４ １ は 、 本 体 １ １ の 主 制 御 部 ２ １ か ら 供 給 さ れ た 視 線 位 置 デ
ー タ 供 給 開 始 制 御 信 号 を 取 得 し 、 取 得 さ れ た 視 線 位 置 デ ー タ 供 給 開 始 制 御 信 号 に 基 づ い て
、 本 体 １ １ へ の 視 線 位 置 デ ー タ 供 給 処 理 （ 図 １ ０ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 後 述 す る ）
を 開 始 す る 。 視 線 位 置 入 力 制 御 部 ４ １ は 、 本 体 １ １ の 主 制 御 部 ２ １ か ら 供 給 さ れ た 視 線 位
置 デ ー タ 終 了 制 御 信 号 を 取 得 し 、 取 得 さ れ た 視 線 位 置 デ ー タ 終 了 制 御 信 号 に 基 づ い て 、 本
体 １ １ へ の 視 線 位 置 デ ー タ 供 給 処 理 を 終 了 す る 。 す な わ ち 、 視 線 位 入 力 制 御 部 ４ １ は 、 視
線 位 置 デ ー タ 供 給 開 始 制 御 信 号 を 本 体 １ １ の 主 制 御 部 ２ １ か ら 取 得 し て か ら 、 視 線 位 置 デ
ー タ 供 給 終 了 制 御 信 号 を 本 体 １ １ の 主 制 御 部 ２ １ か ら 取 得 す る ま で 、 本 体 １ １ へ の 視 線 位
置 デ ー タ の 供 給 を 常 時 行 う 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 さ ら に 、 視 線 位 置 入 力 制 御 部 ４ １ は 、 眼 球 カ メ ラ ４ ４ か ら 供 給 さ れ た 視 線 信 号 （ す な わ
ち 、 眼 球 カ メ ラ ４ ４ に よ り 撮 像 さ れ た ユ ー ザ の 眼 球 の 画 像 デ ー タ 。 以 下 、 同 様 に 用 い る ）
に 基 づ い て ユ ー ザ の 視 線 位 置 を 算 出 す る た め の 視 線 位 置 座 標 （ 以 下 、 「 視 線 位 置 座 標 」 と
い う 。 ） を 視 線 位 置 入 力 記 憶 部 ４ ２ か ら 読 み 出 し 、 読 み 出 さ れ た 視 線 位 置 座 標 と 取 得 さ れ
た 視 線 信 号 に 基 づ い て 、 ユ ー ザ の 現 在 の 視 線 位 置 を 算 出 し 、 算 出 さ れ た ユ ー ザ の 現 在 の 視
線 位 置 の デ ー タ で あ る 視 線 位 置 デ ー タ を 本 体 １ １ と 視 線 位 置 入 力 記 憶 部 ４ ２ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 視 線 位 置 入 力 記 憶 部 ４ ２ は 、 眼 球 カ メ ラ ４ ４ か ら 供 給 さ れ た 視 線 信 号 に 基 づ い て ユ ー ザ
の 視 線 位 置 を 算 出 す る た め の 視 線 位 置 座 標 を 予 め 記 憶 し 、 視 線 位 置 入 力 制 御 部 ４ １ の 指 示
に 従 い 、 適 宜 、 視 線 位 置 入 力 制 御 部 ４ １ に 視 線 位 置 座 標 を 供 給 す る 。 ま た 、 視 線 位 置 入 力
記 憶 部 ４ ２ は 、 視 線 位 置 入 力 制 御 部 ４ １ か ら 供 給 さ れ た 視 線 位 置 デ ー タ を 取 得 し 、 取 得 さ
れ た 視 線 位 置 デ ー タ を 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 カ メ ラ ４ ３ は 、 ユ ー ザ が 視 線 位 置 入 力 部 １ ４ を 頭 部 に 装 着 し た と き 、 表 示 部 １ ５ の 画 面
を 撮 像 す る こ と が で き る よ う に 予 め 所 定 の 位 置 に 設 け ら れ て お り 、 視 線 位 置 入 力 制 御 部 ４
１ の 指 示 に 従 い 、 適 宜 、 カ メ ラ ４ ３ に よ り 撮 像 さ れ た 本 体 １ １ の 表 示 部 １ ５ の 画 面 の 画 像
デ ー タ で あ る 画 面 画 像 デ ー タ （ 以 下 、 「 画 面 画 像 デ ー タ 」 と い う 。 ） を 視 線 位 置 入 力 制 御
部 ４ １ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 眼 球 カ メ ラ ４ ４ は 、 ユ ー ザ が 視 線 位 置 入 力 部 １ ４ を 装 着 し た と き 、 ユ ー ザ の 眼 球 の 画 像
を 撮 像 す る こ と が で き る よ う に 予 め 所 定 の 位 置 に 設 け ら れ て お り 、 適 宜 、 眼 球 カ メ ラ ４ ４
に よ り 撮 像 さ れ た ユ ー ザ の 眼 球 の 画 像 デ ー タ で あ る 視 線 信 号 を 視 線 入 力 制 御 部 ４ １ に 供 給
す る 。
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【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ３ お よ び 図 ４ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 、 本 体 １ １ の 視 線 入 力 処 理 に つ い て 説 明 す
る 。 な お 、 こ の 処 理 は 、 表 示 部 １ ５ に Bモ ー ド 画 像 が 表 示 さ れ た 後 、 ユ ー ザ の 頭 部 に 視 線
位 置 入 力 部 １ ４ が 装 着 さ れ る こ と に よ り 開 始 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ に お い て 、 主 制 御 部 ２ １ は 、 ユ ー ザ が 入 力 部 （ 入 力 手 段 ） １ ３ の キ ー ボ ー
ド （ 図 示 せ ず ） や マ ウ ス （ 図 示 せ ず ） を 操 作 す る こ と に よ り 、 視 線 入 力 処 理 を 開 始 す る と
の 指 示 が な さ れ た か 否 か を 判 定 し 、 視 線 入 力 処 理 を 開 始 す る と の 指 示 が な さ れ た と 判 定 す
る ま で 待 機 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ に お い て 視 線 入 力 処 理 を 開 始 す る と の 指 示 が な さ れ た と 判 定 さ れ た 場 合 、
主 制 御 部 ２ １ は ス テ ッ プ Ｓ ２ で 、 視 線 位 置 入 力 部 １ ４ に キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 処 理 を 開 始 さ
せ る た め の 制 御 信 号 で あ る キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 開 始 制 御 信 号 を 生 成 し 、 視 線 位 置 入 力 部 １
４ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 次 に 、 図 ５ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 、 図 ３ の ス テ ッ プ Ｓ ２ の 処 理 に 対 応 す る 、 図 １
の 視 線 位 置 入 力 部 １ ４ の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 処 理 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ １ に お い て 、 視 線 位 置 入 力 制 御 部 ４ １ は 、 本 体 １ １ の 主 制 御 部 ２ １ か ら 供
給 さ れ る キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 開 始 制 御 信 号 を 取 得 し た か 否 か を 判 定 し 、 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ
ン 開 始 制 御 信 号 を 取 得 し た と 判 定 さ れ る ま で 待 機 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ １ に お い て キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 開 始 制 御 信 号 を 取 得 し た と 判 定 さ れ た 場 合
、 視 線 位 置 入 力 制 御 部 ４ １ は ス テ ッ プ Ｓ ４ ２ で 、 眼 球 カ メ ラ ４ ４ に よ り 撮 像 さ れ た ユ ー ザ
の 眼 球 の 画 像 デ ー タ で あ る 視 線 信 号 を 眼 球 カ メ ラ ４ ４ か ら 取 得 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ ３ に お い て 、 視 線 位 置 入 力 制 御 部 ４ １ は 、 視 線 位 置 入 力 記 憶 部 ４ ２ に 予 め
記 憶 さ れ て い る 視 線 位 置 座 標 を 読 み 出 す 。 ス テ ッ プ Ｓ ４ ４ に お い て 、 視 線 位 置 入 力 制 御 部
４ １ は 、 取 得 さ れ た 視 線 信 号 と 読 み 出 さ れ た 視 線 位 置 座 標 に 基 づ い て 、 ユ ー ザ の 現 在 の 視
線 位 置 を 算 出 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ６ を 参 照 し て 、 ユ ー ザ の 現 在 の 視 線 位 置 を 算 出 す る 方 法 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 点 ５ １ は 、 眼 球 カ メ ラ ４ ４ に よ り 撮 像 さ れ た ユ ー ザ の 眼 球 の 画
像 デ ー タ で あ る 視 線 信 号 に お け る ユ ー ザ の 現 在 の 視 線 位 置 を 示 し て お り 、 横 軸 は 視 線 位 置
座 標 の x軸 、 縦 軸 は 視 線 位 置 座 標 の y軸 を そ れ ぞ れ 示 し て い る 。 図 ６ の 場 合 、 ユ ー ザ の 現 在
の 視 線 位 置 は 、 視 線 位 置 座 標 （ x軸 と y軸 ） に 基 づ い て 、 x軸 の 値 が x１ で あ り 、 y軸 の 値 が y

１ で あ る と 算 出 さ れ る 。 こ の と き 、 ユ ー ザ の 現 在 の 視 線 位 置 （ x１ 、 y１ ） と 表 記 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ ５ に お い て 、 視 線 位 置 入 力 制 御 部 ４ １ は 、 算 出 さ れ た ユ ー ザ の 現 在 の 視 線
位 置 の デ ー タ で あ る キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 用 視 線 位 置 デ ー タ （ 以 下 、 「 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン
用 視 線 位 置 デ ー タ 」 と い う 。 ） を 本 体 １ １ に 供 給 す る 。 視 線 位 置 入 力 制 御 部 ４ １ は 、 算 出
さ れ た キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 用 視 線 位 置 デ ー タ を 視 線 位 置 入 力 記 憶 部 ４ ２ に 供 給 す る 。 ス テ
ッ プ Ｓ ４ ６ に お い て 、 視 線 位 置 入 力 記 憶 部 ４ ２ は 、 視 線 位 置 入 力 制 御 部 ４ １ か ら 供 給 さ れ
た キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 用 視 線 位 置 デ ー タ を 取 得 し 、 取 得 さ れ た キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 用 視 線
位 置 デ ー タ を 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 こ こ で 、 図 ３ に 戻 り 、 視 線 位 置 入 力 部 １ ４ に お け る 図 ５ の ス テ ッ プ Ｓ ４ ５ の 処 理 に 対 応
し て 行 わ れ る 本 体 １ １ の 処 理 （ 図 ３ の ス テ ッ プ Ｓ ３ 乃 至 Ｓ ５ の 処 理 ） に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
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　 ス テ ッ プ Ｓ ３ に お い て 、 視 線 位 置 デ ー タ 取 得 部 ２ ７ は 、 視 線 位 置 入 力 部 １ ４ か ら 供 給 さ
れ た キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 用 視 線 位 置 デ ー タ を 取 得 す る と と も に 、 取 得 さ れ た キ ャ リ ブ レ ー
シ ョ ン 用 視 線 位 置 デ ー タ を 主 制 御 部 ２ １ に 供 給 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ４ に お い て 、 主 制 御 部 ２
１ は 、 取 得 さ れ た キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 用 視 線 位 置 デ ー タ に 基 づ い て 、 表 示 部 １ ５ に ポ イ ン
タ を 表 示 さ せ る た め の ポ イ ン タ 表 示 制 御 信 号 を 生 成 し 、 表 示 部 １ ５ に 供 給 す る 。 ス テ ッ プ
Ｓ ５ に お い て 、 表 示 部 １ ５ は 、 主 制 御 部 ２ １ か ら 供 給 さ れ た ポ イ ン タ 表 示 制 御 信 号 に 基 づ
い て 、 図 ７ に 示 さ れ る よ う に ポ イ ン タ ５ ２ を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 ５ に 戻 り 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ７ に お い て 、 視 線 位 置 入 力 制 御 部 ４ １ は 、 カ メ ラ ４ ３ に よ り
撮 像 さ れ た 画 面 画 像 デ ー タ を カ メ ラ ４ ３ か ら 取 得 す る 。 す な わ ち 、 カ メ ラ ４ ３ に よ り 撮 像
さ れ た 図 ７ に 示 さ れ る よ う な 画 面 画 像 デ ー タ が カ メ ラ ４ ３ か ら 取 得 さ れ る 。 ス テ ッ プ Ｓ ４
８ に お い て 、 視 線 位 置 入 力 制 御 部 ４ １ は 、 取 得 さ れ た 画 面 画 像 デ ー タ に 基 づ い て 、 本 体 １
１ の 表 示 部 １ ５ に お け る ポ イ ン タ の 位 置 を 算 出 す る た め の 画 面 位 置 座 標 を 生 成 す る 。 ス テ
ッ プ Ｓ ４ ９ に お い て 、 視 線 位 置 入 力 制 御 部 ４ １ は 、 生 成 さ れ た 画 面 位 置 座 標 に 基 づ い て 、
本 体 １ １ の 表 示 部 １ ５ に 表 示 さ れ て い る ポ イ ン タ ５ ２ の 表 示 位 置 を 算 出 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 図 ８ を 参 照 し て 、 本 体 １ １ の 表 示 部 １ ５ に 表 示 さ れ る ポ イ ン タ ５ ２ の 位 置 を 算 出 す る 方
法 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 ８ に 示 さ れ る よ う に 、 点 ５ ３ は 、 本 体 １ １ の 表 示 部 １ ５ に 表 示 さ れ る ポ イ ン タ ５ ２ の
中 心 の 位 置 を 示 し て お り 、 横 軸 は 視 線 位 置 座 標 の X軸 、 縦 軸 は 視 線 位 置 座 標 の Y軸 を そ れ ぞ
れ 示 し て い る 。 図 ８ の 場 合 、 ポ イ ン タ ５ ２ の 中 心 の 位 置 が ユ ー ザ の 現 在 の 視 線 位 置 と し て
算 出 さ れ 、 ユ ー ザ の 現 在 の 視 線 位 置 は 、 視 線 位 置 座 標 （ X軸 と Y軸 ） に 基 づ い て 、 X軸 の 値
が X１ で あ り 、 Y軸 の 値 が Y１ で あ る と 算 出 さ れ る 。 こ の と き 、 本 体 １ １ の 表 示 部 １ ５ に 表
示 さ れ る ポ イ ン タ ５ ２ の 位 置 （ X１ 、 Y１ ） と 表 記 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 視 線 位 置 入 力 制 御 部 ４ １ は 、 算 出 さ れ た ポ イ ン タ ５ ２ の 表 示 位 置 の デ ー タ で あ る ポ イ ン
タ 表 示 位 置 デ ー タ を 視 線 位 置 入 力 記 憶 部 ４ ２ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ に お い て 、 視 線 位 置 入 力 記 憶 部 ４ ２ は 、 視 線 位 置 入 力 制 御 部 ４ １ か ら 供
給 さ れ た ポ イ ン タ 表 示 位 置 デ ー タ を 取 得 し 、 取 得 さ れ た ポ イ ン タ 表 示 位 置 デ ー タ を 記 憶 す
る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ １ に お い て 、 視 線 位 置 入 力 制 御 部 ４ １ は 、 視 線 位 置 入 力 記 憶 部 ４ ２ に 記 憶
さ れ て い る キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 用 視 線 位 置 デ ー タ と ポ イ ン タ 表 示 位 置 デ ー タ を 読 み 出 す 。
ス テ ッ プ Ｓ ５ ２ に お い て 、 視 線 位 置 入 力 制 御 部 ４ １ は 、 読 み 出 さ れ た キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン
用 視 線 位 置 デ ー タ と ポ イ ン タ 表 示 位 置 デ ー タ に 基 づ い て 、 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 用 の 視 線 位
置 と ポ イ ン タ ５ ２ の 表 示 位 置 が 一 致 す る か 否 か を 判 定 す る 。 す な わ ち 、 図 ６ と 図 ７ の 場 合
、 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 用 の 視 線 位 置 （ x１ 、 y１ ） と ポ イ ン タ ５ ２ の 表 示 位 置 （ X１ 、 Y１ ）
が 一 致 す る か 否 か が 判 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ ２ に お い て キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 用 の 視 線 位 置 と ポ イ ン タ の 表 示 位 置 が 一 致
し な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 視 線 位 置 入 力 制 御 部 ４ １ は ス テ ッ プ Ｓ ５ ３ で 、 キ ャ リ ブ レ ー シ
ョ ン 用 の 視 線 位 置 と ポ イ ン タ ５ ２ の 表 示 位 置 が 一 致 す る よ う に 、 視 線 位 置 座 標 を 調 整 す る
。 具 体 的 に は 、 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 用 の 視 線 位 置 と ポ イ ン タ ５ ２ の 表 示 位 置 が 一 致 す る よ
う に 、 視 線 位 置 座 標 （ x軸 と y軸 ） を 所 定 の 値 で 平 行 移 動 す る 。 視 線 位 置 入 力 制 御 部 ４ １ は
、 調 整 さ れ た 視 線 位 置 座 標 を 視 線 位 置 入 力 記 憶 部 ４ ２ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ ４ に お い て 、 視 線 位 置 入 力 記 憶 部 ４ ２ は 、 視 線 位 置 入 力 制 御 部 ４ １ か ら 供
給 さ れ た 、 調 整 さ れ た 視 線 位 置 座 標 を 記 憶 す る 。
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【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ ２ に お い て キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 用 の 視 線 位 置 と ポ イ ン タ の 表 示 位 置 が 一 致
す る と 判 定 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ３ と ス テ ッ プ Ｓ ５ ４ の 処 理 は ス キ ッ プ さ れ る 。 す な
わ ち 、 こ の 場 合 、 視 線 位 置 座 標 の 調 整 処 理 は 行 わ れ な い 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ ５ に お い て 、 視 線 位 置 入 力 制 御 部 ４ １ は 、 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 終 了 制 御 信
号 を 生 成 し 、 本 体 １ １ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 こ の よ う に 、 視 線 位 置 入 力 部 １ ４ に お い て キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 処 理 を 行 う よ う に し た の
で 、 ユ ー ザ の 視 線 位 置 デ ー タ を 供 給 す る 場 合 、 視 線 位 置 入 力 部 １ ４ は 、 ユ ー ザ の 現 在 の 正
確 な 視 線 位 置 デ ー タ を 本 体 １ １ に 供 給 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 図 ３ に 戻 り 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ に お い て 、 主 制 御 部 ２ １ は 、 視 線 位 置 入 力 部 １ ４ か ら キ ャ リ
ブ レ ー シ ョ ン 終 了 制 御 信 号 を 取 得 し た か 否 か を 判 定 し 、 キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 終 了 制 御 信 号
を 取 得 し た と 判 定 さ れ る ま で 待 機 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ６ に お い て キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 終 了 制 御 信 号 を 取 得 し た と 判 定 さ れ た 場 合 、
主 制 御 部 ２ １ は ス テ ッ プ Ｓ ７ で 、 視 線 入 力 が 開 始 さ れ る 旨 の ダ イ ア ロ グ を 表 示 さ せ る た め
の 視 線 入 力 開 始 ダ イ ア ロ グ 表 示 制 御 信 号 を 生 成 し 、 表 示 部 １ ５ に 供 給 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ８
に お い て 、 表 示 部 １ ５ は 、 主 制 御 部 ２ １ か ら 供 給 さ れ た 視 線 入 力 開 始 ダ イ ア ロ グ 表 示 制 御
信 号 に 基 づ い て 、 図 ９ に 示 さ れ る よ う な 視 線 入 力 開 始 ダ イ ア ロ グ ５ ４ を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 図 ９ の 視 線 入 力 開 始 ダ イ ア ロ グ ５ ４ は 、 メ ッ セ ー ジ 表 示 欄 ５ ５ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 図 ９ の 例 の 場 合 、 メ ッ セ ー ジ 表 示 欄 ５ ５ に は 、 メ ッ セ ー ジ と し て 「 視 線 入 力 を 開 始 し ま
す 」 が 表 示 さ れ る 、 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ は 、 こ れ 以 降 、 視 線 入 力 を 行 う こ と が で き る こ と
が 分 か る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ９ に お い て 、 主 制 御 部 ２ １ は 、 内 蔵 し た 図 示 せ ぬ タ イ マ に よ り 、 予 め 設 定 さ
れ た 所 定 の 時 間 が 経 過 し た か 否 か を 判 定 し 、 所 定 の 時 間 が 経 過 し た と 判 定 さ れ る ま で 待 機
す る 。 す な わ ち 、 予 め 設 定 さ れ た 所 定 の 時 間 が 経 過 す る ま で 、 視 線 入 力 が 開 始 さ れ る 旨 の
視 線 入 力 開 始 ダ イ ア ロ グ ５ ４ が 表 示 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ は 、 予 め 設 定 さ れ た 所 定
の 時 間 、 視 線 入 力 を 行 う こ と が で き る か 否 か を 確 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ９ に お い て 所 定 の 時 間 が 経 過 し た と 判 定 さ れ た 場 合 、 主 制 御 部 ２ １ は ス テ ッ
プ Ｓ １ ０ で 、 ユ ー ザ の 現 在 の 視 線 位 置 デ ー タ の 供 給 を 視 線 位 置 入 力 部 １ ４ に 開 始 さ せ る た
め の 視 線 位 置 デ ー タ 供 給 開 始 制 御 信 号 を 生 成 し 、 視 線 位 置 入 力 部 １ ４ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 次 に 、 図 １ ０ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 、 図 ３ の ス テ ッ プ Ｓ １ ０ の 処 理 に 対 応 す る 、
図 １ の 視 線 位 置 入 力 部 １ ４ の 視 線 位 置 デ ー タ 供 給 処 理 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ６ １ に お い て 、 視 線 位 置 入 力 制 御 部 ４ １ は 、 本 体 １ １ の 主 制 御 部 ２ １ か ら 視
線 位 置 デ ー タ 供 給 開 始 制 御 信 号 を 取 得 し た か 否 か を 判 定 し 、 本 体 １ １ の 主 制 御 部 ２ １ か ら
視 線 位 置 デ ー タ 供 給 開 始 制 御 信 号 を 取 得 し た と 判 定 さ れ る ま で 待 機 す る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ６ １ に お い て 本 体 １ １ の 主 制 御 部 ２ １ か ら 視 線 位 置 デ ー タ 供 給 開 始 制 御 信 号
を 取 得 し た と 判 定 さ れ た 場 合 、 視 線 位 置 入 力 制 御 部 ４ １ は ス テ ッ プ Ｓ ６ ２ で 、 眼 球 カ メ ラ
４ ４ に よ り 撮 像 さ れ た ユ ー ザ の 眼 球 の 画 像 デ ー タ で あ る 視 線 信 号 を 眼 球 カ メ ラ ４ ４ か ら 取
得 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
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　 ス テ ッ プ Ｓ ６ ３ に お い て 、 視 線 位 置 入 力 制 御 部 ４ １ は 、 視 線 位 置 入 力 記 憶 部 ４ ２ に 記 憶
さ れ て い る 調 整 後 の 視 線 位 置 座 標 を 読 み 出 す 。 ス テ ッ プ Ｓ ６ ４ に お い て 、 視 線 位 置 入 力 制
御 部 ４ １ は 、 取 得 さ れ た 視 線 信 号 と 読 み 出 さ れ た 調 整 後 の 視 線 位 置 座 標 に 基 づ い て 、 ユ ー
ザ の 現 在 の 視 線 位 置 を 算 出 す る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ６ ５ に お い て 、 視 線 位 置 入 力 制 御 部 ４ １ は 、 算 出 さ れ た ユ ー ザ の 現 在 の 視 線
位 置 の デ ー タ で あ る 視 線 位 置 デ ー タ を 本 体 １ １ と 視 線 位 置 入 力 記 憶 部 ４ ２ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ６ ６ に お い て 、 視 線 位 置 入 力 記 憶 部 ４ ２ は 、 視 線 位 置 入 力 制 御 部 ４ １ か ら 供
給 さ れ た ユ ー ザ の 現 在 の 視 線 位 置 デ ー タ を 取 得 し 、 取 得 さ れ た ユ ー ザ の 現 在 の 視 線 位 置 デ
ー タ を 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ６ ７ に お い て 、 視 線 位 置 入 力 制 御 部 ４ １ は 、 本 体 １ １ の 主 制 御 部 ２ １ か ら 、
視 線 位 置 デ ー タ の 供 給 を 終 了 さ せ る た め の 視 線 位 置 デ ー タ 供 給 終 了 制 御 信 号 （ 図 ４ の フ ロ
ー チ ャ ー ト を 用 い て 後 述 す る ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ の 処 理 に よ り 本 体 １ １ か ら 供 給 さ れ た 制 御 信
号 ） を 取 得 し た か 否 か を 判 定 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ６ ７ に お い て 本 体 １ １ の 主 制 御 部 ２ １ か ら
、 視 線 位 置 デ ー タ の 供 給 を 終 了 さ せ る た め の 視 線 位 置 デ ー タ 供 給 終 了 制 御 信 号 を 取 得 し て
い な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ ６ ２ に 進 み 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ ２ 以 降 の 処 理 が 繰
り 返 さ れ る 。 す な わ ち 、 本 体 １ １ の 主 制 御 部 ２ １ か ら 視 線 位 置 デ ー タ 供 給 終 了 制 御 信 号 を
取 得 し た と 判 定 さ れ る ま で 、 視 線 位 置 入 力 部 １ ４ は 、 ユ ー ザ の 現 在 の 視 線 位 置 デ ー タ を 供
給 し 続 け る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 こ れ に よ り 、 本 体 １ １ は 、 視 線 位 置 入 力 部 １ ４ に 視 線 位 置 デ ー タ 供 給 終 了 制 御 信 号 を 供
給 す る ま で 、 ユ ー ザ の 現 在 の 視 線 位 置 デ ー タ を 取 得 し 続 け る こ と が で き 、 取 得 さ れ た ユ ー
ザ の 現 在 の 視 線 位 置 デ ー タ に 基 づ い て ポ イ ン タ ５ ２ を 表 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ６ ７ に お い て 本 体 １ １ の 主 制 御 部 ２ １ か ら 、 視 線 位 置 デ ー タ の 供 給 を 終 了 さ
せ る た め の 視 線 位 置 デ ー タ 供 給 終 了 制 御 信 号 を 取 得 し た と 判 定 さ れ た 場 合 、 視 線 位 置 入 力
制 御 部 ４ １ は ス テ ッ プ Ｓ ６ ８ で 、 ユ ー ザ の 現 在 の 視 線 位 置 デ ー タ の 本 体 １ １ へ の 供 給 を 終
了 す る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 図 ４ に 戻 り 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ に お い て 、 視 線 位 置 デ ー タ 取 得 部 ２ ７ は 、 ユ ー ザ の 現 在 の
視 線 位 置 デ ー タ を 視 線 位 置 入 力 部 １ ４ か ら 取 得 す る と と も に 、 取 得 さ れ た ユ ー ザ の 現 在 の
視 線 位 置 デ ー タ を 主 制 御 部 ２ １ に 供 給 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ に お い て 、 主 制 御 部 ２ １ は 、
視 線 位 置 デ ー タ 取 得 部 ２ ７ か ら 供 給 さ れ た 視 線 位 置 デ ー タ に 基 づ い て 、 表 示 部 １ ５ に ポ イ
ン タ ５ ２ を 表 示 さ せ る た め の ポ イ ン タ 表 示 制 御 信 号 を 生 成 し 、 表 示 部 １ ５ に 供 給 す る 。 ス
テ ッ プ Ｓ １ ３ に お い て 、 表 示 部 １ ５ は 、 主 制 御 部 ２ １ か ら 供 給 さ れ た ポ イ ン タ 表 示 制 御 信
号 に 基 づ い て ポ イ ン タ ５ ２ を 表 示 す る 。 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ は 、 表 示 部 １ ５ の 画 面 の ど こ
に 自 分 の 視 線 位 置 が あ る の か を 知 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 図 １ １ は 、 Bモ ー ド 画 像 と と も に 表 示 部 １ ５ に 表 示 さ れ る ポ イ ン タ ５ ２ の 表 示 例 で あ る
。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 こ こ で 、 表 示 部 １ ５ に 表 示 さ れ る 画 面 は 、 送 信 時 に お け る 超 音 波 ビ ー ム の 焦 点 位 置 に 応
じ て 、 予 め 領 域 １ 乃 至 ５ の ５ つ の 領 域 に 分 け ら れ て お り 、 図 １ １ に 示 さ れ る よ う に ポ イ ン
タ ５ ２ は 、 表 示 部 １ ５ に 表 示 さ れ る 画 面 の 領 域 １ の 所 定 の 位 置 に 表 示 さ れ て い る 。 こ れ は
、 ユ ー ザ の 現 在 の 視 線 位 置 が 表 示 部 １ ５ に 表 示 さ れ る 画 面 の 領 域 １ の 所 定 の 位 置 で あ る こ
と を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 ま た 、 図 １ １ に 示 さ れ る 三 角 斜 線 部 分 （ 以 下 、 「 焦 点 位 置 ポ イ ン タ ５ ６ 」 と い う 。 ） は
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、 送 信 時 に お け る 超 音 波 ビ ー ム の 現 在 の 焦 点 位 置 を 示 し て お り 、 図 １ １ の 場 合 、 送 信 時 に
お け る 超 音 波 ビ ー ム の 現 在 の 焦 点 位 置 は 、 表 示 部 １ ５ に 表 示 さ れ る 画 面 の 領 域 ２ の 所 定 の
位 置 に な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 な お 、 本 体 １ １ の 視 線 入 力 処 理 を 開 始 す る 前 か ら 、 送
信 時 に お け る 超 音 波 ビ ー ム の 最 初 の 焦 点 位 置 が 表 示 部 １ ５ に 表 示 さ れ る 画 面 の 領 域 ２ の 所
定 の 位 置 に な る よ う に 予 め 設 定 さ れ て い る 。 勿 論 、 送 信 時 に お け る 超 音 波 ビ ー ム の 最 初 の
焦 点 位 置 が 表 示 部 １ ５ に 表 示 さ れ る 画 面 の 他 の 領 域 に な る よ う に 予 め 設 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ に お い て 、 主 制 御 部 ２ １ は 、 視 線 位 置 デ ー タ 取 得 部 ２ ７ か ら 供 給 さ れ た
視 線 位 置 デ ー タ に 基 づ い て 、 ユ ー ザ の 現 在 の 視 線 位 置 が 表 示 部 １ ５ の 画 面 の 外 で あ る か 否
か を 判 定 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ に お い て ユ ー ザ の 現 在 の 視 線 位 置 が 表 示 部 １ ５ の 画 面 の 外
で あ る と 判 定 さ れ た 場 合 、 主 制 御 部 ２ １ は ス テ ッ プ Ｓ １ ５ で 、 エ ラ ー 処 理 を 実 行 し 、 そ の
後 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ １ １ に 進 み 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ 以 降 の 処 理 が 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ に お い て ユ ー ザ の 現 在 の 視 線 位 置 が 表 示 部 １ ５ の 画 面 の 外 で は な い と 判
定 さ れ た 場 合 、 主 制 御 部 ２ １ は ス テ ッ プ Ｓ １ ６ で 、 視 線 位 置 デ ー タ 取 得 部 ２ ７ か ら 供 給 さ
れ た 視 線 位 置 デ ー タ に 基 づ い て 、 ユ ー ザ の 現 在 の 視 線 位 置 が 、 設 定 さ れ た 送 信 時 に お け る
超 音 波 ビ ー ム の 焦 点 位 置 を 含 む 所 定 の 領 域 の 外 で あ る か 否 か を 判 定 す る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 図 １ １ の 場 合 、 ユ ー ザ の 現 在 の 視 線 位 置 は 、 表 示 部 １ ５ に 表 示 さ れ る 画 面 の 領 域 １ の 所
定 の 位 置 で あ り 、 送 信 時 に お け る 超 音 波 ビ ー ム の 焦 点 位 置 を 含 む 所 定 の 領 域 と し て 領 域 ２
が 設 定 さ れ て い る こ と か ら 、 設 定 さ れ た 送 信 時 に お け る 超 音 波 ビ ー ム の 焦 点 位 置 を 含 む 所
定 の 領 域 の 外 で あ る と 判 定 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ に お い て ユ ー ザ の 現 在 の 視 線 位 置 が 、 設 定 さ れ た 送 信 時 に お け る 超 音 波
ビ ー ム の 焦 点 位 置 を 含 む 所 定 の 領 域 の 外 で は な い と 判 定 さ れ た 場 合 （ す な わ ち 予 め 設 定 さ
れ た 送 信 時 に お け る 超 音 波 ビ ー ム の 焦 点 位 置 を 含 む 所 定 の 領 域 の 中 で あ る と 判 定 さ れ た 場
合 ） 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ １ １ に 進 み 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ 以 降 の 処 理 が 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ に お い て ユ ー ザ の 現 在 の 視 線 位 置 が 、 設 定 さ れ た 送 信 時 に お け る 超 音 波
ビ ー ム の 焦 点 位 置 を 含 む 所 定 の 領 域 の 外 で あ る と 判 定 さ れ た 場 合 、 主 制 御 部 ２ １ は ス テ ッ
プ Ｓ １ ７ で 、 視 線 位 置 デ ー タ に 基 づ い て 、 ユ ー ザ の 現 在 の 視 線 位 置 が 同 一 の 領 域 で 所 定 の
時 間 が 経 過 し た か 否 か を 判 定 す る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ７ に お い て ユ ー ザ の 現 在 の 視 線 位 置 が 同 一 の 領 域 で 所 定 の 時 間 が 経 過 し た
と 判 定 さ れ た 場 合 、 主 制 御 部 ２ １ は ス テ ッ プ Ｓ １ ８ で 、 ユ ー ザ の 視 線 位 置 が 属 す る 領 域 を
変 更 す る た め の 領 域 変 更 制 御 信 号 を 生 成 し 、 設 定 条 件 変 更 部 ２ ６ に 供 給 す る 。 設 定 条 件 変
更 部 ２ ６ は 、 主 制 御 部 ２ １ か ら 供 給 さ れ た 領 域 変 更 制 御 信 号 に 基 づ い て 、 設 定 さ れ て い る
送 信 時 に お け る 超 音 波 ビ ー ム の 焦 点 位 置 を 含 む 所 定 の 領 域 を 、 所 定 の 時 間 が 経 過 し た と 判
定 さ れ た ユ ー ザ の 現 在 の 視 線 位 置 が 属 す る 領 域 に 変 更 し 、 変 更 さ れ た 領 域 の デ ー タ で あ る
領 域 デ ー タ を デ ー タ 記 憶 部 ３ ２ に 供 給 す る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 図 １ ２ の 場 合 、 ユ ー ザ の 現 在 の 視 線 位 置 が 属 す る 領 域 は 領 域 ３ で あ り 、 そ の 領 域 で 所 定
の 時 間 が 経 過 し た 場 合 、 送 信 時 に お け る 超 音 波 ビ ー ム の 焦 点 位 置 を 含 む 所 定 の 領 域 が 領 域
２ か ら 領 域 ３ に 変 更 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 こ の よ う に 、 視 線 位 置 入 力 部 １ ４ か ら 供 給 さ れ た ユ ー ザ の 現 在 の 視 線 位 置 デ ー タ に 基 づ
い て 、 設 定 さ れ て い る 送 信 時 に お け る 超 音 波 ビ ー ム の 焦 点 位 置 を 含 む 所 定 の 領 域 を 、 ユ ー
ザ が 所 望 す る 領 域 に 変 更 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 な お 、 本 体 の 視 線 入 力 処 理 に よ り 本 体 の 視 線 入 力 処 理 前 に 予 め 設 定 さ れ た 領 域 が す で に
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新 た な 領 域 に 変 更 さ れ て い る 場 合 、 こ の 視 線 入 力 処 理 に よ り 変 更 さ れ 、 現 在 設 定 さ れ て い
る 領 域 に 基 づ い て 、 視 線 入 力 処 理 が な さ れ る 。 後 述 す る 焦 点 位 置 と 画 質 設 定 条 件 の 変 更 に
つ い て も 、 同 様 で あ る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ９ に お い て 、 デ ー タ 記 憶 部 ３ ２ は 、 設 定 条 件 変 更 部 ２ ６ か ら 供 給 さ れ た 領
域 デ ー タ を 取 得 し 、 取 得 さ れ た 領 域 デ ー タ を 記 憶 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ に お い て 、 主 制 御
部 ２ １ は 、 デ ー タ 記 憶 部 ３ ２ に 記 憶 さ れ て い る 領 域 デ ー タ を 読 み 出 す と と も に 、 焦 点 位 置
設 定 条 件 デ ー タ ベ ー ス ３ ３ に 管 理 さ れ て い る 焦 点 位 置 設 定 条 件 デ ー タ ベ ー ス を 読 み 出 し 、
設 定 条 件 変 更 ２ ６ に 供 給 す る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 図 １ ３ は 、 焦 点 位 置 設 定 条 件 デ ー タ ベ ー ス ３ ３ に 管 理 さ れ て い る 焦 点 位 置 設 置 条 件 デ ー
タ ベ ー ス の 例 を 表 し て い る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 図 １ ３ の 第 １ 列 目 と 第 ２ 列 目 に は 、 「 領 域 」 と 「 焦 点 位 置 」 が 対 応 付 け ら れ て 記 述 さ れ
て お り 、 そ れ ぞ れ 、 送 信 時 に お け る 超 音 波 ビ ー ム の 焦 点 位 置 に 応 じ て 予 め 分 け ら れ た 領 域
と 、 対 応 す る 領 域 に ユ ー ザ の 視 線 位 置 が あ る と さ れ た 場 合 の 送 信 時 に お け る 超 音 波 ビ ー ム
の 焦 点 の 位 置 を 示 し て い る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 図 １ ３ の 第 １ 行 目 の 場 合 、 「 領 域 」 は 「 領 域 １ 」 で あ り 、 送 信 時 に お け る 超 音 波 ビ ー ム
の 焦 点 位 置 に 応 じ て 予 め 分 け ら れ た 領 域 が 「 領 域 １ 」 で あ る こ と を 示 し て お り 、 ま た 、 「
焦 点 位 置 」 は 「 D１ 」 で あ り 、 対 応 す る 領 域 に ユ ー ザ の 視 線 位 置 が あ る と さ れ た 場 合 の 送
信 時 に お け る 超 音 波 ビ ー ム の 焦 点 の 位 置 が 「 D１ 」 で あ る こ と を 示 し て い る 。 な お 、 送 信
時 に お け る 超 音 波 ビ ー ム の 焦 点 位 置 は 、 対 応 す る 領 域 に 含 ま れ る 範 囲 内 の 焦 点 位 置 の 代 表
値 、 例 え ば 、 対 応 す る 領 域 に 含 ま れ る 範 囲 内 の 焦 点 位 置 の 中 間 値 と な る よ う に 予 め 設 定 さ
れ て い る 。 勿 論 、 対 応 す る 領 域 に 含 ま れ る 範 囲 内 の 焦 点 位 置 で あ れ ば 、 ど の 焦 点 位 置 で も
あ っ て も よ い 。 以 下 、 図 １ ３ の 第 ２ 行 目 乃 至 第 ５ 行 目 に つ い て も 同 様 で あ る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 図 １ ３ の 第 ２ 行 目 の 場 合 、 「 領 域 」 は 「 領 域 ２ 」 で あ り 、 送 信 時 に お け る 超 音 波 ビ ー ム
の 焦 点 位 置 に 応 じ て 予 め 分 け ら れ た 領 域 が 「 領 域 ２ 」 で あ る こ と を 示 し て お り 、 ま た 、 「
焦 点 位 置 」 は 「 D２ 」 で あ り 、 対 応 す る 領 域 に ユ ー ザ の 視 線 位 置 が あ る と さ れ た 場 合 の 送
信 時 に お け る 超 音 波 ビ ー ム の 焦 点 の 位 置 が 「 D２ 」 で あ る こ と を 示 し て い る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 図 １ ３ の 第 ３ 行 目 の 場 合 、 「 領 域 」 は 「 領 域 ３ 」 で あ り 、 送 信 時 に お け る 超 音 波 ビ ー ム
の 焦 点 位 置 に 応 じ て 予 め 分 け ら れ た 領 域 が 「 領 域 ３ 」 で あ る こ と を 示 し て お り 、 ま た 、 「
焦 点 位 置 」 は 「 D３ 」 で あ り 、 対 応 す る 領 域 に ユ ー ザ の 視 線 位 置 が あ る と さ れ た 場 合 の 送
信 時 に お け る 超 音 波 ビ ー ム の 焦 点 の 位 置 が 「 D３ 」 で あ る こ と を 示 し て い る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 図 １ ３ の 第 ４ 行 目 の 場 合 、 「 領 域 」 は 「 領 域 ４ 」 で あ り 、 送 信 時 に お け る 超 音 波 ビ ー ム
の 焦 点 位 置 に 応 じ て 予 め 分 け ら れ た 領 域 が 「 領 域 ４ 」 で あ る こ と を 示 し て お り 、 ま た 、 「
焦 点 位 置 」 は 「 D４ 」 で あ り 、 対 応 す る 領 域 に ユ ー ザ の 視 線 位 置 が あ る と さ れ た 場 合 の 送
信 時 に お け る 超 音 波 ビ ー ム の 焦 点 の 位 置 が 「 D４ 」 で あ る こ と を 示 し て い る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 図 １ ３ の 第 ５ 行 目 の 場 合 、 「 領 域 」 は 「 領 域 ５ 」 で あ り 、 送 信 時 に お け る 超 音 波 ビ ー ム
の 焦 点 位 置 に 応 じ て 予 め 分 け ら れ た 領 域 が 「 領 域 ５ 」 で あ る こ と を 示 し て お り 、 ま た 、 「
焦 点 位 置 」 は 「 D５ 」 で あ り 、 対 応 す る 領 域 に ユ ー ザ の 視 線 位 置 が あ る と さ れ た 場 合 の 送
信 時 に お け る 超 音 波 ビ ー ム の 焦 点 の 位 置 が 「 D５ 」 で あ る こ と を 示 し て い る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ に お い て 、 設 定 条 件 変 更 部 ２ ６ は 、 主 制 御 部 ２ １ を 介 し て 焦 点 位 置 設 定
条 件 デ ー タ ベ ー ス ３ ３ か ら 供 給 さ れ た 焦 点 位 置 設 定 条 件 デ ー タ ベ ー ス を 参 照 し て 、 主 制 御
部 ２ １ を 介 し て デ ー タ 記 憶 部 ３ ２ か ら 供 給 さ れ た 領 域 デ ー タ に 基 づ い て 、 設 定 さ れ て い る
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焦 点 位 置 を 変 更 す る 。 設 定 条 件 変 更 部 ２ ６ は 、 変 更 さ れ た 焦 点 位 置 の デ ー タ で あ る 焦 点 位
置 デ ー タ を デ ー タ 記 憶 部 ３ ２ に 供 給 す る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 図 １ ２ の 例 の 場 合 、 ユ ー ザ の 現 在 の 視 線 位 置 が 含 ま れ る 領 域 は 領 域 ３ で あ り 、 送 信 時 に
お け る 超 音 波 ビ ー ム の 焦 点 位 置 が 「 D２ 」 か ら 「 D３ 」 に 変 更 さ れ る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ に お い て 、 デ ー タ 記 憶 部 ３ ２ は 、 設 定 条 件 変 更 部 ２ ６ か ら 供 給 さ れ た 焦
点 位 置 デ ー タ を 取 得 し 、 取 得 さ れ た 焦 点 位 置 デ ー タ を 記 憶 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ に お い て
、 主 制 御 部 ２ １ は 、 デ ー タ 記 憶 部 ３ ２ に 記 憶 さ れ て い る 焦 点 位 置 デ ー タ を 読 み 出 す 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ４ に お い て 、 主 制 御 部 ２ １ は 、 読 み 出 さ れ た 焦 点 位 置 デ ー タ に 基 づ い て 、
変 更 さ れ た 所 定 の 焦 点 位 置 に 変 更 す る た め の 焦 点 位 置 移 動 制 御 信 号 を 生 成 し 、 送 信 部 ２ ２
と 受 信 部 ２ ３ に 供 給 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ２ ５ に お い て 、 送 信 部 ２ ２ は 、 主 制 御 部 ２ １ か ら 供
給 さ れ た 焦 点 位 置 移 動 制 御 信 号 に 基 づ い て 、 変 更 さ れ た 所 定 の 焦 点 位 置 に 移 動 す る よ う に
レ ー ト パ ル ス に 遅 延 時 間 を 与 え 、 送 信 部 ２ ２ の 図 示 せ ぬ パ ル サ に 供 給 す る 。 ま た 、 受 信 遅
延 回 路 は 、 主 制 御 部 ２ １ か ら 供 給 さ れ る 焦 点 位 置 移 動 制 御 信 号 に 基 づ い て 、 プ リ ア ン プ か
ら 供 給 さ れ た 増 幅 後 の エ コ ー 信 号 に 送 信 部 ２ ２ の 送 信 遅 延 回 路 で 与 え ら れ た 遅 延 時 間 を 元
に 戻 す よ う な 遅 延 時 間 を 与 え 、 加 算 器 に 供 給 す る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 図 １ ２ の 場 合 、 設 定 さ れ て い る 焦 点 位 置 は 「 D２ 」 で あ り 、 ユ ー ザ の 視 線 位 置 が 領 域 ３
で 所 定 の 時 間 経 過 し た 場 合 、 図 １ ４ に 示 さ れ る よ う に 、 焦 点 位 置 ポ イ ン タ ５ ６ が 図 １ ４ の
矢 印 の 方 向 に 移 動 す る 。 す な わ ち 、 送 信 時 に お け る 超 音 波 ビ ー ム の 焦 点 位 置 が 「 D２ 」 か
ら 「 D３ 」 に 移 動 す る 。 こ の よ う に 、 視 線 位 置 入 力 部 １ ４ か ら 供 給 さ れ た ユ ー ザ の 現 在 の
視 線 位 置 デ ー タ に 基 づ い て 、 設 定 さ れ て い る 焦 点 位 置 を 、 ユ ー ザ が 所 望 す る 焦 点 位 置 に 変
更 し 、 移 動 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 こ こ で 、 送 信 時 に お け る 超 音 波 ビ ー ム の 焦 点 位 置 近 傍 で は 、 超 音 波 ビ ー ム が 収 束 す る こ
と で 、 そ の ビ ー ム が 細 く な り 、 か つ 、 超 音 波 ビ ー ム の 音 響 パ ワ ー レ ベ ル が 上 が る た め 、 表
示 部 １ ５ に 表 示 す る 際 に 対 象 と す る 領 域 で 、 よ り 空 間 分 解 能 が 高 く 、 か つ 、 よ り コ ン ト ラ
ス ト の 高 い 画 質 の よ い 画 像 を 表 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 示 さ れ た 超 音 波 診 断 装 置 １ に お い て は 、 視 線 位 置 入 力 部 １
４ か ら 供 給 さ れ た ユ ー ザ の 現 在 の 視 線 位 置 デ ー タ に 基 づ い て 、 ユ ー ザ が 所 望 す る 焦 点 位 置
に 変 更 、 移 動 す る よ う に し た の で 、 ユ ー ザ が 所 望 す る 焦 点 位 置 近 傍 に お い て 空 間 分 解 能 が
高 く 、 か つ 、 コ ン ト ラ ス ト の 高 い 画 質 の よ い 画 像 を 表 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ６ に お い て 、 主 制 御 部 ２ １ は 、 焦 点 位 置 が 移 動 し た 旨 の ダ イ ア ロ グ を 表 示
さ せ る た め の 焦 点 位 置 移 動 ダ イ ア ロ グ 表 示 制 御 信 号 を 生 成 し 、 表 示 部 １ ５ に 供 給 す る 。 ス
テ ッ プ Ｓ ２ ７ に お い て 、 表 示 部 １ ５ は 、 主 制 御 部 ２ １ か ら 供 給 さ れ た 焦 点 位 置 移 動 ダ イ ア
ロ グ 表 示 制 御 信 号 に 基 づ い て 、 図 １ ５ に 示 さ れ る よ う な 焦 点 位 置 移 動 ダ イ ア ロ グ ６ １ を 表
示 す る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 図 １ ５ の 焦 点 位 置 移 動 ダ イ ア ロ グ ６ １ は 、 メ ッ セ ー ジ 表 示 欄 ６ ２ を 有 し て い る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 図 １ ５ の 例 の 場 合 、 メ ッ セ ー ジ 表 示 欄 ６ ２ に は 、 メ ッ セ ー ジ と し て 「 焦 点 位 置 を 移 動 し
ま し た 」 が 表 示 さ れ る 、 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ は 、 本 体 １ １ の 視 線 入 力 処 理 に よ り 焦 点 位 置
が 移 動 し た こ と が 分 か る 。 な お 、 予 め 設 定 さ れ た 所 定 の 時 間 が 経 過 す る と 、 焦 点 位 置 移 動
ダ イ ア ロ グ ６ １ は 非 表 示 と な る 。 ま た 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に お い て は 、 文 字 表 記 に よ る メ
ッ セ ー ジ を 表 示 す る 例 を 示 し て い る が 、 ア イ コ ン な ど の マ ー ク や 図 を 用 い て 表 示 す る よ う
に し て も よ い 。
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【 ０ １ ２ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ８ に お い て 、 主 制 御 部 ２ １ は 、 デ ー タ 記 憶 部 ３ ２ に 記 憶 さ れ て い る 領 域 デ
ー タ と 画 質 設 定 条 件 デ ー タ ベ ー ス ３ ４ に 管 理 さ れ て い る 画 質 設 定 条 件 デ ー タ ベ ー ス を 読 み
出 し 、 設 定 条 件 変 更 部 ２ ６ に 供 給 す る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 図 １ ６ は 、 画 質 設 定 条 件 デ ー タ ベ ー ス ３ ４ に 管 理 さ れ て い る 画 質 設 定 条 件 デ ー タ ベ ー ス
の 例 を 表 し て い る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 図 １ ６ の 第 １ 列 目 乃 至 第 ５ 列 目 に は 、 「 領 域 」 、 「 超 音 波 の 送 信 波 形 」 、 「 送 信 周 波 数
」 、 「 送 信 波 数 」 、 「 受 信 周 波 数 」 、 お よ び 「 超 音 波 の 音 響 パ ワ ー レ ベ ル 」 が 対 応 付 け て
記 述 さ れ て お り 、 そ れ ぞ れ 、 送 信 時 に お け る 超 音 波 ビ ー ム の 焦 点 位 置 に 応 じ て 予 め 分 け ら
れ た 領 域 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ か ら 送 信 さ れ る 超 音 波 の 時 間 的 な 変 化 を 表 す 曲 線 の 形 の 種
類 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ か ら 送 信 さ れ る 超 音 波 の 単 位 時 間 に お け る 繰 り 返 し 回 数 、 送 信 周
波 数 に よ っ て 決 め ら れ た 波 で 放 射 さ れ る 波 の 数 、 生 体 内 か ら 反 射 さ れ て 受 信 さ れ た 超 音 波
受 信 信 号 に 対 し て 映 像 化 す る た め に 利 用 す る 周 波 数 帯 域 の お よ そ 中 心 に 当 た る 周 波 数 、 お
よ び 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ か ら 送 信 さ れ る 超 音 波 の １ 秒 間 に 所 定 の 面 を 通 過 す る 超 音 波 の エ
ネ ル ギ ー の デ シ ベ ル 表 示 し た 値 を 示 し て い る 。 な お 、 図 １ ６ の 第 ２ 列 目 乃 至 第 ５ 列 目 の 「
超 音 波 の 送 信 波 形 」 、 「 送 信 周 波 数 」 、 「 送 信 波 数 」 、 「 受 信 周 波 数 」 、 お よ び 「 超 音 波
の 音 響 パ ワ ー レ ベ ル 」 は 、 図 １ ６ の 第 １ 列 目 の 「 領 域 」 ご と に 最 適 な 条 件 が 対 応 付 け ら れ
て 登 録 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 図 １ ６ の 第 １ 列 目 の 「 領 域 」 ご と に 予 め 設 定 さ れ て い る 所
定 の 焦 点 位 置 に お い て 最 適 な 条 件 が 対 応 付 け ら れ て 登 録 さ れ て い る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 図 １ ６ の 第 １ 行 目 の 場 合 、 「 領 域 」 は 「 領 域 １ 」 で あ り 、 送 信 時 に お け る 超 音 波 ビ ー ム
の 焦 点 位 置 に 応 じ て 予 め 分 け ら れ た 領 域 が 「 領 域 １ 」 で あ る こ と を 示 し て い る 。 「 超 音 波
の 送 信 波 形 」 は 「 b１ 」 で あ り 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ か ら 送 信 さ れ る 超 音 波 の 時 間 的 な 変
化 を 表 す 曲 線 の 形 の 種 類 が 「 b１ 」 で あ る こ と を 示 し て い る 。 「 送 信 周 波 数 」 は 「 c１ 」 で
あ り 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ か ら 送 信 さ れ る 超 音 波 の 周 波 数 が 「 c１ 」 で あ る こ と を 示 し て
い る 。 「 送 信 波 数 」 は 「 d１ 」 で あ り 、 送 信 周 波 数 に よ っ て 決 め ら れ た 波 で 放 射 さ れ る 波
の 数 が 「 d１ 」 で あ る こ と を 示 し て い る 。 「 受 信 周 波 数 」 は 「 e１ 」 で あ り 、 生 体 内 か ら 反
射 さ れ て 受 信 さ れ た 超 音 波 受 信 信 号 に 対 し て 映 像 化 す る た め に 利 用 す る 周 波 数 帯 域 の お よ
そ 中 心 に 当 た る 周 波 数 が 「 e１ 」 で あ る こ と を 示 し て い る 。 「 超 音 波 の 音 響 パ ワ ー レ ベ ル
」 は 「 f１ 」 で あ り 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ か ら 送 信 さ れ る 超 音 波 の １ 秒 間 に 所 定 の 面 を 通
過 す る 超 音 波 の エ ネ ル ギ ー の デ シ ベ ル 表 示 し た 値 が 「 f１ 」 で あ る こ と を 示 し て い る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 図 １ ６ の 第 ２ 行 目 の 場 合 、 「 領 域 」 は 「 領 域 ２ 」 で あ り 、 送 信 時 に お け る 超 音 波 ビ ー ム
の 焦 点 位 置 に 応 じ て 予 め 分 け ら れ た 領 域 が 「 領 域 ２ 」 で あ る こ と を 示 し て い る 。 「 超 音 波
の 送 信 波 形 」 は 「 b２ 」 で あ り 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ か ら 送 信 さ れ る 超 音 波 の 時 間 的 な 変
化 を 表 す 曲 線 の 形 の 種 類 が 「 b２ 」 で あ る こ と を 示 し て い る 。 「 送 信 周 波 数 」 は 「 c２ 」 で
あ り 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ か ら 送 信 さ れ る 超 音 波 の 周 波 数 が 「 c２ 」 で あ る こ と を 示 し て
い る 。 「 送 信 波 数 」 は 「 d２ 」 で あ り 、 送 信 周 波 数 に よ っ て 決 め ら れ た 波 で 放 射 さ れ る 波
の 数 が 「 d２ 」 で あ る こ と を 示 し て い る 。 「 受 信 周 波 数 」 は 「 e２ 」 で あ り 、 生 体 内 か ら 反
射 さ れ て 受 信 さ れ た 超 音 波 受 信 信 号 に 対 し て 映 像 化 す る た め に 利 用 す る 周 波 数 帯 域 の お よ
そ 中 心 に 当 た る 周 波 数 が 「 e２ 」 で あ る こ と を 示 し て い る 。 「 超 音 波 の 音 響 パ ワ ー レ ベ ル
」 は 「 f２ 」 で あ り 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ か ら 送 信 さ れ る 超 音 波 の １ 秒 間 に 所 定 の 面 を 通
過 す る 超 音 波 の エ ネ ル ギ ー の デ シ ベ ル 表 示 し た 値 が 「 f２ 」 で あ る こ と を 示 し て い る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 図 １ ６ の 第 ３ 行 目 の 場 合 、 「 領 域 」 は 「 領 域 ３ 」 で あ り 、 送 信 時 に お け る 超 音 波 ビ ー ム
の 焦 点 位 置 に 応 じ て 予 め 分 け ら れ た 領 域 が 「 領 域 ３ 」 で あ る こ と を 示 し て い る 。 「 超 音 波
の 送 信 波 形 」 は 「 b３ 」 で あ り 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ か ら 送 信 さ れ る 超 音 波 の 時 間 的 な 変
化 を 表 す 曲 線 の 形 の 種 類 が 「 b３ 」 で あ る こ と を 示 し て い る 。 「 送 信 周 波 数 」 は 「 c３ 」 で
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あ り 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ か ら 送 信 さ れ る 超 音 波 の 周 波 数 が 「 c３ 」 で あ る こ と を 示 し て
い る 。 「 送 信 波 数 」 は 「 d３ 」 で あ り 、 送 信 周 波 数 に よ っ て 決 め ら れ た 波 で 放 射 さ れ る 波
の 数 が 「 d３ 」 で あ る こ と を 示 し て い る 。 「 受 信 周 波 数 」 は 「 e３ 」 で あ り 、 生 体 内 か ら 反
射 さ れ て 受 信 さ れ た 超 音 波 受 信 信 号 に 対 し て 映 像 化 す る た め に 利 用 す る 周 波 数 帯 域 の お よ
そ 中 心 に 当 た る 周 波 数 が 「 e３ 」 で あ る こ と を 示 し て い る 。 「 超 音 波 の 音 響 パ ワ ー レ ベ ル
」 は 「 f３ 」 で あ り 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ か ら 送 信 さ れ る 超 音 波 の １ 秒 間 に 所 定 の 面 を 通
過 す る 超 音 波 の エ ネ ル ギ ー の デ シ ベ ル 表 示 し た 値 が 「 f３ 」 で あ る こ と を 示 し て い る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 図 １ ６ の 第 ４ 行 目 の 場 合 、 「 領 域 」 は 「 領 域 ４ 」 で あ り 、 送 信 時 に お け る 超 音 波 ビ ー ム
の 焦 点 位 置 に 応 じ て 予 め 分 け ら れ た 領 域 が 「 領 域 ４ 」 で あ る こ と を 示 し て い る 。 「 超 音 波
の 送 信 波 形 」 は 「 b４ 」 で あ り 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ か ら 送 信 さ れ る 超 音 波 の 時 間 的 な 変
化 を 表 す 曲 線 の 形 の 種 類 が 「 b４ 」 で あ る こ と を 示 し て い る 。 「 送 信 周 波 数 」 は 「 c４ 」 で
あ り 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ か ら 送 信 さ れ る 超 音 波 の 周 波 数 が 「 c４ 」 で あ る こ と を 示 し て
い る 。 「 送 信 波 数 」 は 「 d４ 」 で あ り 、 送 信 周 波 数 に よ っ て 決 め ら れ た 波 で 放 射 さ れ る 波
の 数 が 「 d４ 」 で あ る こ と を 示 し て い る 。 「 受 信 周 波 数 」 は 「 e４ 」 で あ り 、 生 体 内 か ら 反
射 さ れ て 受 信 さ れ た 超 音 波 受 信 信 号 に 対 し て 映 像 化 す る た め に 利 用 す る 周 波 数 帯 域 の お よ
そ 中 心 に 当 た る 周 波 数 が 「 e４ 」 で あ る こ と を 示 し て い る 。 「 超 音 波 の 音 響 パ ワ ー レ ベ ル
」 は 「 f４ 」 で あ り 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ か ら 送 信 さ れ る 超 音 波 の １ 秒 間 に 所 定 の 面 を 通
過 す る 超 音 波 の エ ネ ル ギ ー の デ シ ベ ル 表 示 し た 値 が 「 f４ 」 で あ る こ と を 示 し て い る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 図 １ ６ の 第 ５ 行 目 の 場 合 、 「 領 域 」 は 「 領 域 ５ 」 で あ り 、 送 信 時 に お け る 超 音 波 ビ ー ム
の 焦 点 位 置 に 応 じ て 予 め 分 け ら れ た 領 域 が 「 領 域 ５ 」 で あ る こ と を 示 し て い る 。 「 超 音 波
の 送 信 波 形 」 は 「 b５ 」 で あ り 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ か ら 送 信 さ れ る 超 音 波 の 時 間 的 な 変
化 を 表 す 曲 線 の 形 の 種 類 が 「 b５ 」 で あ る こ と を 示 し て い る 。 「 送 信 周 波 数 」 は 「 c５ 」 で
あ り 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ か ら 送 信 さ れ る 超 音 波 の 周 波 数 が 「 c５ 」 で あ る こ と を 示 し て
い る 。 「 送 信 波 数 」 は 「 d５ 」 で あ り 、 送 信 周 波 数 に よ っ て 決 め ら れ た 波 で 放 射 さ れ る 波
の 数 が 「 d５ 」 で あ る こ と を 示 し て い る 。 「 受 信 周 波 数 」 は 「 e５ 」 で あ り 、 生 体 内 か ら 反
射 さ れ て 受 信 さ れ た 超 音 波 受 信 信 号 に 対 し て 映 像 化 す る た め に 利 用 す る 周 波 数 帯 域 の お よ
そ 中 心 に 当 た る 周 波 数 が 「 e５ 」 で あ る こ と を 示 し て い る 。 「 超 音 波 の 音 響 パ ワ ー レ ベ ル
」 は 「 f５ 」 で あ り 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ２ か ら 送 信 さ れ る 超 音 波 の １ 秒 間 に 所 定 の 面 を 通
過 す る 超 音 波 の エ ネ ル ギ ー の デ シ ベ ル 表 示 し た 値 が 「 f５ 」 で あ る こ と を 示 し て い る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ９ に お い て 、 設 定 条 件 変 更 部 ２ ６ は 、 主 制 御 部 ２ １ を 介 し て 画 質 設 定 条 件
デ ー タ ベ ー ス ３ ４ か ら 供 給 さ れ た 画 質 設 定 条 件 デ ー タ ベ ー ス を 参 照 し て 、 主 制 御 部 ２ １ を
介 し て デ ー タ 記 憶 部 ３ ２ か ら 供 給 さ れ た 領 域 デ ー タ に 基 づ い て 、 設 定 さ れ て い る 画 質 設 定
条 件 を 変 更 す る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 図 １ ４ の 場 合 、 ユ ー ザ の 現 在 の 視 線 位 置 が 属 す る 「 領 域 」 が 「 領 域 ３ 」 で あ る こ と か ら
、 設 定 さ れ て い る 焦 点 位 置 に 対 応 す る 画 質 設 定 条 件 が 、 「 領 域 ２ 」 に 対 応 す る 画 質 設 定 条
件 （ 「 超 音 波 の 送 信 波 形 」 が 「 b２ 」 で あ り 、 「 送 信 周 波 数 」 が 「 c２ 」 で あ り 、 「 送 信 波
数 」 が 「 d２ 」 で あ り 、 「 受 信 周 波 数 」 が 「 e２ 」 で あ り 、 「 超 音 波 の 音 響 パ ワ ー レ ベ ル 」
が 「 f２ 」 で あ る 画 質 設 定 条 件 ） か ら 、 「 領 域 ３ 」 に 対 応 す る 画 質 設 定 条 件 （ 「 超 音 波 の
送 信 波 形 」 が 「 b３ 」 で あ り 、 「 送 信 周 波 数 」 が 「 c３ 」 で あ り 、 「 送 信 波 数 」 が 「 d３ 」
で あ り 、 「 受 信 周 波 数 」 が 「 e３ 」 で あ り 、 「 超 音 波 の 音 響 パ ワ ー レ ベ ル 」 が 「 f３ 」 で あ
る 画 質 設 定 条 件 ） に 変 更 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 設 定 条 件 変 更 部 ２ ６ は 、 変 更 さ れ た 画 質 設 定 条 件 （ 「 超 音 波 の 送 信 波 形 」 が 「 b３ 」 で
あ り 、 「 送 信 周 波 数 」 が 「 c３ 」 で あ り 、 「 送 信 波 数 」 が 「 d３ 」 で あ り 、 「 受 信 周 波 数 」
が 「 e３ 」 で あ り 、 「 超 音 波 の 音 響 パ ワ ー レ ベ ル 」 が 「 f３ 」 で あ る 画 質 設 定 条 件 ） に 関 す
る デ ー タ で あ る 画 質 設 定 条 件 デ ー タ を 主 制 御 部 ２ １ に 供 給 す る 。 主 制 御 部 ２ １ は 、 設 定 条
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件 変 更 部 ２ ６ か ら 供 給 さ れ た 画 質 設 定 条 件 デ ー タ に 基 づ い て 画 質 設 定 条 件 変 更 制 御 信 号 を
生 成 し 、 送 信 部 ２ ２ と 受 信 部 ２ ３ に 供 給 す る 。 送 信 部 ２ ２ と 受 信 部 ２ ３ は 、 主 制 御 部 ２ １
か ら 供 給 さ れ た 画 質 設 定 条 件 変 更 制 御 信 号 に 基 づ い て 、 そ れ ぞ れ 、 予 め 設 定 さ れ て い る 画
質 設 定 条 件 を 新 た な 画 質 設 定 条 件 に 変 更 す る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 こ の よ う に 、 ユ ー ザ の 現 在 の 視 線 位 置 デ ー タ に 基 づ い て 、 ユ ー ザ が 所 望 す る 焦 点 位 置 に
変 更 、 移 動 す る と と も に 、 そ の 焦 点 位 置 に 最 適 な 画 質 設 定 条 件 に 変 更 す る こ と が で き る 。
こ れ に よ り 、 ユ ー ザ は 、 自 ら 視 線 を 移 動 さ せ る だ け で 、 ユ ー ザ が 所 望 す る 焦 点 位 置 に 自 動
的 に 変 更 、 移 動 さ せ る こ と が で き る と と も に 、 そ の 焦 点 位 置 に 最 適 な 画 質 設 定 条 件 に 自 動
的 に 変 更 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。 従 っ て 、 超 音 波 診 断 装 置 １ の 操 作 性 を 向 上 さ せ る こ と
が で き る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ に お い て 、 主 制 御 部 ２ １ は 、 画 質 設 定 条 件 が 変 更 さ れ た 旨 の ダ イ ア ロ グ
を 表 示 さ せ る た め の 画 質 設 定 条 件 変 更 制 御 信 号 を 生 成 し 、 表 示 部 １ ５ に 供 給 す る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ １ に お い て 、 表 示 部 １ ５ は 、 主 制 御 部 ２ １ か ら 供 給 さ れ た 画 質 設 定 条 件 変
更 制 御 信 号 に 基 づ い て 、 図 １ ７ に 示 さ れ る よ う な 画 質 設 定 条 件 変 更 ダ イ ア ロ グ ６ ３ を 表 示
す る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 図 １ ７ の 画 質 設 定 条 件 変 更 ダ イ ア ロ グ ６ ３ は 、 メ ッ セ ー ジ 表 示 欄 ６ ４ を 有 し て い る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 図 １ ７ の 例 の 場 合 、 メ ッ セ ー ジ 表 示 欄 ６ ４ に は 、 メ ッ セ ー ジ と し て 「 画 質 設 定 条 件 が 変
更 さ れ ま し た 」 が 表 示 さ れ る 、 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ は 、 本 体 １ １ の 視 線 入 力 処 理 に よ り 画
質 設 定 条 件 が 変 更 さ れ た こ と が 分 か る 。 な お 、 画 質 設 定 条 件 変 更 ダ イ ア ロ グ ６ ３ は 、 予 め
設 定 さ れ た 所 定 の 時 間 が 経 過 す る と 、 非 表 示 と な る 。 ま た 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に お い て は
、 文 字 表 記 に よ る メ ッ セ ー ジ を 表 示 す る 例 を 示 し て い る が 、 ア イ コ ン な ど の マ ー ク や 図 を
用 い て 表 示 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ に お い て 、 主 制 御 部 ２ １ は 、 ユ ー ザ が 入 力 部 １ ３ の キ ー ボ ー ド （ 図 示 せ
ず ） や マ ウ ス （ 図 示 せ ず ） を 操 作 す る こ と に よ り 、 視 線 入 力 処 理 を 終 了 す る と の 指 示 が な
さ れ た か 否 か を 判 定 す る 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ に お い て 視 線 入 力 処 理 を 終 了 す る と の 指 示 が な さ れ て い な い と 判 定 さ れ
た 場 合 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ １ １ に 進 み 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ の 処 理 が 繰 り 返 さ れ る 。 こ れ に よ
り 、 ユ ー ザ が 視 線 入 力 処 理 を 終 了 す る と の 指 示 を す る ま で 、 何 回 で も 、 ユ ー ザ の 現 在 の 視
線 位 置 デ ー タ を 取 得 し 、 取 得 さ れ た ユ ー ザ の 現 在 の 視 線 位 置 デ ー タ に 基 づ い て 、 ユ ー ザ が
所 望 す る 焦 点 位 置 に 変 更 、 移 動 す る と と も に 、 そ の 焦 点 位 置 に 最 適 な 画 質 条 件 に 変 更 す る
こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ２ に お い て 視 線 入 力 処 理 を 終 了 す る と の 指 示 が な さ れ た と 判 定 さ れ た 場 合
、 主 制 御 部 ２ １ は ス テ ッ プ Ｓ ３ ３ で 、 視 線 位 置 デ ー タ の 供 給 を 視 線 位 置 入 力 部 １ ４ に 終 了
さ せ る た め の 視 線 位 置 デ ー タ 供 給 終 了 制 御 信 号 を 生 成 し 、 視 線 位 置 入 力 部 １ ４ に 供 給 す る
。 そ の 後 、 本 体 １ １ の 視 線 入 力 処 理 は 終 了 す る 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ７ に お い て 同 一 の 領 域 で 所 定 の 時 間 が 経 過 し て い な い と 判 定 さ れ た 場 合 、
処 理 は ス テ ッ プ Ｓ １ １ に 進 み 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ 以 降 の 処 理 が 繰 り 返 さ れ る 。 具 体 的 に は 、
予 め 設 定 さ れ た 所 定 の 領 域 の 外 に ユ ー ザ の 視 線 位 置 が 移 動 し た 場 合 に お い て 、 同 一 の 領 域
で 所 定 の 時 間 経 過 せ ず に 予 め 設 定 さ れ た 所 定 の 領 域 の 外 の 他 の 領 域 に 移 動 し て し ま っ た と
き や 、 同 一 の 領 域 で 所 定 の 時 間 経 過 せ ず に 予 め 設 定 さ れ た 所 定 の 領 域 に 戻 っ て し ま っ た と
き に 、 こ の よ う な 処 理 が な さ れ る 。

10

20

30

40

50

(19) JP 2007-195892 A 2007.8.9



【 ０ １ ４ ４ 】
　 こ れ に よ り 、 例 え ば 、 す で に ユ ー ザ が 所 望 す る 焦 点 位 置 に 移 動 す る と と も に 、 そ の 焦 点
位 置 に 最 適 な 画 質 設 定 条 件 に 変 更 し た 場 合 に お い て 、 ユ ー ザ が 間 違 っ て 視 線 を 所 望 の 領 域
で は な い 領 域 に 移 し て し ま っ た 場 合 で あ っ て も 、 予 め 設 定 さ れ た 所 定 の 時 間 内 に 所 望 の 領
域 で は な い 領 域 か ら 所 望 の 領 域 に 視 線 を 移 動 す れ ば 、 ユ ー ザ は 、 現 時 点 で の 焦 点 位 置 と 画
質 設 定 条 件 で 操 作 を 続 け る こ と が 可 能 と な る 。 従 っ て 、 超 音 波 診 断 装 置 の 操 作 性 を 向 上 さ
せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 な お 、 図 ３ お よ び 図 ４ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 説 明 し た 本 体 １ １ の 視 線 入 力 処 理 に
お い て は 、 取 得 さ れ た ユ ー ザ の 視 線 位 置 デ ー タ に 基 づ い て 、 送 信 時 に お け る 超 音 波 ビ ー ム
の 焦 点 位 置 を 移 動 し た 後 、 予 め 設 定 さ れ た 画 質 設 定 条 件 を 、 移 動 し た 焦 点 位 置 に 対 応 す る
画 質 設 定 条 件 に 変 更 す る よ う に し て い る が 、 例 え ば 、 送 信 時 に お け る 超 音 波 ビ ー ム の 焦 点
位 置 を 移 動 し た 後 、 予 め 設 定 さ れ た 画 質 設 定 条 件 を 、 移 動 し た 焦 点 位 置 に 対 応 す る 画 質 設
定 条 件 に 変 更 す る か 否 か を ユ ー ザ に 選 択 さ せ る よ う に し て も よ い 。 こ の 場 合 に お け る 本 体
１ １ の 視 線 入 力 処 理 は 、 図 １ ８ お よ び 図 １ ９ に 示 さ れ て い る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 図 １ ８ お よ び 図 １ ９ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 、 本 体 １ １ の 他 の 視 線 入 力 処 理 に つ い
て 説 明 す る 。 な お 、 図 １ ８ お よ び 図 １ ９ の ス テ ッ プ Ｓ ７ １ 乃 至 Ｓ ９ ７ 、 お よ び ス テ ッ プ Ｓ
１ ０ １ 乃 至 Ｓ １ ０ ６ の 処 理 は 、 図 ３ お よ び 図 ４ の ス テ ッ プ Ｓ １ 乃 至 Ｓ ２ ７ 、 お よ び ス テ ッ
プ Ｓ ２ ８ 乃 至 Ｓ ３ ３ 処 理 と 同 様 で あ り 、 そ の 説 明 は 繰 り 返 し に な る の で 省 略 す る 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ９ ８ に お い て 、 主 制 御 部 ２ １ は 、 画 質 設 定 条 件 を 変 更 す る か 否 か を ユ ー ザ に
選 択 さ せ る 旨 を 表 示 さ せ る た め の 画 質 設 定 条 件 変 更 選 択 ダ イ ア ロ グ 表 示 制 御 信 号 を 生 成 し
、 表 示 部 １ ５ に 供 給 す る 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ９ ９ に お い て 、 表 示 部 １ ５ は 、 主 制 御 部 ２ １ か ら 供 給 さ れ た 画 質 設 定 条 件 変
更 選 択 ダ イ ア ロ グ 表 示 制 御 信 号 に 基 づ い て 、 図 ２ ０ に 示 さ れ る よ う な 画 質 設 定 条 件 変 更 選
択 ダ イ ア ロ グ ６ ５ を 表 示 す る 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 図 ２ ０ の 画 質 設 定 条 件 変 更 選 択 ダ イ ア ロ グ ６ ５ は 、 メ ッ セ ー ジ 表 示 欄 ６ ６ の 他 、 コ マ ン
ド を 表 示 す る コ マ ン ド 表 示 欄 ６ ７ と コ マ ン ド 表 示 欄 ６ ８ を 有 す る 。
【 ０ １ ５ ０ 】
　 図 ２ ０ の 例 の 場 合 、 メ ッ セ ー ジ 表 示 欄 ６ ６ に は 、 メ ッ セ ー ジ と し て 「 画 質 設 定 条 件 を 変
更 し ま す か ？ 」 が 表 示 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 ユ ー ザ は 、 こ れ 以 降 の 処 理 に よ り 、 画 質 設 定
条 件 を 変 更 す る こ と が で き る こ と が 分 か る 。
【 ０ １ ５ １ 】
　 コ マ ン ド 表 示 欄 ６ ７ と コ マ ン ド 表 示 欄 ６ ８ は 、 そ れ ぞ れ 、 「 Yes」 と 「 No」 と い う コ マ
ン ド の ア イ コ ン を 表 示 し て い る 。 ユ ー ザ は 、 視 線 位 置 を 移 動 す る こ と で 「 Yes」 と い う コ
マ ン ド の ア イ コ ン が 表 示 さ れ て い る コ マ ン ド 表 示 欄 ６ ７ に 、 表 示 部 １ ５ に 表 示 さ れ て い る
ポ イ ン タ ５ ２ を 移 動 さ せ 、 所 定 の 時 間 経 過 さ せ る こ と に よ り 、 コ マ ン ド 表 示 欄 ６ ７ の 「 Ye
s」 の ア イ コ ン を 選 択 し 、 画 質 設 定 条 件 変 更 処 理 を キ ャ ン セ ル す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ２ 】
　 ま た 、 ユ ー ザ は 、 視 線 位 置 を 移 動 す る こ と で 「 No」 と い う コ マ ン ド の ア イ コ ン が 表 示 さ
れ て い る コ マ ン ド 表 示 欄 ６ ８ に 、 表 示 部 １ ５ に 表 示 さ れ て い る ポ イ ン タ ５ ２ を 移 動 さ せ 、
所 定 の 時 間 経 過 さ せ る こ と に よ り 、 コ マ ン ド 表 示 欄 ６ ８ の 「 No」 の ア イ コ ン を 選 択 し 、 画
質 設 定 条 件 変 更 処 理 の 開 始 を 指 令 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ に お い て 、 主 制 御 部 ２ １ は 、 図 ２ ０ の 画 質 設 定 条 件 変 更 選 択 ダ イ ア ロ
グ ６ ５ に 基 づ い て 、 ユ ー ザ が 視 線 位 置 を 移 動 し 、 表 示 部 １ ５ に 表 示 さ れ て い る ポ イ ン タ ４
２ を 移 動 さ せ 所 定 の 時 間 経 過 さ せ る こ と に よ り 、 「 Yes」 の ア イ コ ン が 選 択 さ れ た か 否 か
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を 判 定 す る 。
【 ０ １ ５ ４ 】
　 す な わ ち 、 ユ ー ザ が 視 線 位 置 を 移 動 し 、 表 示 部 １ ５ に 表 示 さ れ て い る ポ イ ン タ ５ ２ を 移
動 さ せ 所 定 の 時 間 経 過 さ せ る こ と に よ り 、 コ マ ン ド 表 示 欄 ６ ８ の 「 No」 の ア イ コ ン を 選 択
し た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ に お い て 主 制 御 部 ２ １ は 、 ユ ー ザ が 視 線 位 置 を 移 動 し 、 表 示
部 １ ５ に 表 示 さ れ て い る ポ イ ン タ ５ ２ を 移 動 さ せ 所 定 の 時 間 経 過 さ せ る こ と に よ り 、 コ マ
ン ド 表 示 欄 ６ ７ の 「 Yes」 の ア イ コ ン が 選 択 さ れ て い な い と 判 定 す る 。 そ の 後 、 ス テ ッ プ
Ｓ １ ０ １ 乃 至 Ｓ １ ０ ４ の 処 理 は ス キ ッ プ さ れ 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ５ に 進 み 、 ス テ ッ プ
Ｓ １ ０ ５ 以 降 の 処 理 が 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ １ ５ ５ 】
　 一 方 、 ユ ー ザ が 視 線 位 置 を 移 動 し 、 表 示 部 １ ５ に 表 示 さ れ て い る ポ イ ン タ ５ ２ を 移 動 さ
せ 所 定 の 時 間 経 過 さ せ る こ と に よ り 、 コ マ ン ド 表 示 欄 ６ ７ の 「 Yes」 の ア イ コ ン を 選 択 し
た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ に お い て 主 制 御 部 ２ １ は 、 ユ ー ザ が 視 線 位 置 を 移 動 し 、 表 示 部
１ ５ に 表 示 さ れ て い る ポ イ ン タ ５ ２ を 移 動 さ せ 所 定 の 時 間 経 過 さ せ る こ と に よ り 、 コ マ ン
ド 表 示 欄 ６ ７ の 「 Yes」 の ア イ コ ン が 選 択 さ れ た と 判 定 す る 。 そ の 後 、 処 理 は ス テ ッ プ Ｓ
１ ０ １ に 進 む 。
【 ０ １ ５ ６ 】
　 こ の よ う に 、 画 質 設 定 条 件 変 更 選 択 ダ イ ア ロ グ ６ ５ を 表 示 し 、 移 動 し た 焦 点 位 置 に 対 応
す る 画 質 設 定 条 件 に 変 更 す る か 否 か を 視 線 位 置 に よ り ユ ー ザ に 選 択 さ せ る よ う に し た の で
、 ユ ー ザ は 、 好 み に 応 じ て 画 質 設 定 条 件 を 変 更 す る か 否 か を 選 択 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ７ 】
　 な お 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 示 さ れ た 超 音 波 診 断 装 置 １ に お い て は 、 視 線 位 置 入 力 部 １ ４
を ユ ー ザ の 頭 部 に 装 着 さ せ る よ う に し た が 、 例 え ば 、 ユ ー ザ の 画 像 が 撮 像 で き る よ う に 表
示 部 １ ５ の 画 面 上 部 の 一 部 に 視 線 位 置 入 力 部 １ ４ を 配 置 し 、 ユ ー ザ の 視 線 位 置 デ ー タ を 取
得 す る よ う に し て も よ い 。 こ の 場 合 の 視 線 位 置 入 力 部 １ ４ に お い て は 、 カ メ ラ ３ ３ と 眼 球
カ メ ラ ３ ４ は １ つ で も よ く 、 例 え ば 、 CCD（ Charge Coupled Device） カ メ ラ を 備 え る よ う
に し て も よ い 。
【 ０ １ ５ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 示 さ れ た 超 音 波 診 断 装 置 １ に お い て は 、 ユ ー ザ の 視 線 位 置 デ
ー タ を 取 得 し 、 取 得 さ れ た ユ ー ザ の 視 線 位 置 デ ー タ に 基 づ い て 、 ユ ー ザ が 所 望 す る 焦 点 位
置 に 変 更 し 、 そ の 焦 点 位 置 に 最 適 な 画 質 設 定 条 件 に 変 更 す る よ う に し て い る が 、 例 え ば 、
ユ ー ザ の 頭 部 の 位 置 や 角 度 を 検 出 で き る よ う な 磁 気 セ ン サ を 用 い て 、 ユ ー ザ の 頭 部 の 位 置
の デ ー タ で あ る 頭 部 位 置 デ ー タ を 取 得 し 、 取 得 さ れ た ユ ー ザ の 頭 部 位 置 デ ー タ に 基 づ い て
、 ユ ー ザ が 所 望 す る 焦 点 位 置 に 移 動 し 、 そ の 焦 点 位 置 に 最 適 な 画 質 設 定 条 件 に 変 更 す る よ
う に し て も よ い 。 勿 論 、 ユ ー ザ の 視 線 や 頭 部 に 限 ら れ ず 、 位 置 デ ー タ と し て 取 得 可 能 な 部
位 で あ れ ば よ い 。
【 ０ １ ５ ９ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 示 さ れ た 超 音 波 診 断 装 置 １ に お い て は 、 画 質 設 定 条 件 と し
て 、 「 超 音 波 の 送 信 波 形 」 、 「 送 信 周 波 数 」 、 「 送 信 波 数 」 、 「 受 信 周 波 数 」 、 お よ び 「
超 音 波 の 音 響 パ ワ ー レ ベ ル 」 を 用 い る よ う に し て い る が 、 焦 点 位 置 設 定 条 件 デ ー タ ベ ー ス
に 登 録 さ れ て い る 「 焦 点 位 置 」 を 画 質 設 定 条 件 と し て 用 い る よ う に し て も よ い し 、 そ の 他
、 例 え ば 、 送 受 信 フ ィ ル タ 、 走 査 線 数 、 エ ッ ジ エ ン ハ ン ス 処 理 、 ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ 、 フ
レ ー ム 相 関 処 理 な ど の 条 件 を 画 質 設 定 条 件 と し て 用 い る よ う に し て も よ い 。 勿 論 、 画 質 設
定 条 件 と し て 、 こ れ ら の 条 件 の う ち の い く つ か の 条 件 を 目 的 に 合 わ せ て 組 み 合 わ せ る こ と
も 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ６ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 示 さ れ た 超 音 波 診 断 装 置 １ に お い て は 、 ユ ー ザ の 現 在 の 視 線
位 置 デ ー タ に 基 づ い て 、 ユ ー ザ が 所 望 す る 焦 点 位 置 に 変 更 し 、 そ の 焦 点 位 置 に 最 適 な 画 質
設 定 条 件 に 変 更 す る よ う に し て い る が 、 例 え ば 、 画 質 設 定 条 件 以 外 の 設 定 条 件 （ 例 え ば 、
画 面 を ズ ー ム す る 処 理 を 行 う 設 定 条 件 な ど ） を 予 め ユ ー ザ の 視 線 位 置 や そ の 動 き な ど と 対
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応 付 け て デ ー タ ベ ー ス に 登 録 し て お き 、 ユ ー ザ の 現 在 の 視 線 位 置 デ ー タ に 基 づ い て そ の 設
定 条 件 を 変 更 す る よ う に し て も よ い 。 例 え ば 、 表 示 部 に ２ つ の 画 像 が 表 示 さ れ て い る 場 合
、 ユ ー ザ が 視 線 を 所 定 の 位 置 に 移 動 し た と き 、 い ず れ か 一 方 の 画 像 に 関 す る フ レ ー ム レ ー
ト を 相 対 的 に 多 く な る よ う に し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 操 作 に お け る ユ ー ザ の 好 み を よ り
反 映 さ せ る こ と が で き る 。 従 っ て 、 超 音 波 診 断 装 置 の 操 作 性 を よ り 向 上 さ せ る こ と が で き
る 。 も ち ろ ん 、 設 定 条 件 を 予 め ユ ー ザ の 視 線 位 置 や そ の 動 き な ど と 対 応 付 け て デ ー タ ベ ー
ス に 登 録 し て お き 、 ユ ー ザ の 現 在 の 視 線 位 置 デ ー タ に 基 づ い て そ の 設 定 条 件 を 変 更 す る だ
け で な く 、 表 示 部 １ ５ に 予 め 設 定 条 件 や 操 作 な ど を 表 示 さ せ る よ う に し て 、 ユ ー ザ の 視 線
位 置 デ ー タ を 用 い て ユ ー ザ が 指 令 を 出 す こ と が で き る よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ ６ １ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 示 さ れ た 超 音 波 診 断 装 置 １ に お い て は 、 ２ 次 元 断 層 像 に つ
い て 用 い て い る よ う に し て い る が 、 例 え ば 、 ３ 次 元 断 層 像 に つ い て 用 い る よ う に し て も よ
い 。
【 ０ １ ６ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 示 さ れ た 超 音 波 診 断 装 置 １ に お い て は 、 表 示 部 １ ５ に 表 示 さ
れ る ポ イ ン タ ５ ２ の 形 状 は 、 十 字 型 の マ ー カ を 用 い る よ う に し て い る が 、 例 え ば 、 種 々 の
形 状 や 色 の マ ー カ を ポ イ ン タ と し て 用 い る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 本 体 １ １ の 視 点 入 力
処 理 を 開 始 す る 前 に 、 ユ ー ザ に よ り 複 数 の マ ー カ の う ち か ら 所 望 の マ ー カ を 予 め 選 択 さ せ
る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 表 示 部 １ ５ に 表 示 さ れ る ポ イ ン タ ５ ２ を 表 示 す る か 非 表 示 に
す る か を ユ ー ザ に 予 め 選 択 さ せ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ ６ ３ 】
　 な お 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 示 さ れ た 超 音 波 診 断 装 置 １ に お い て は 、 送 信 時 に お け る 超 音
波 ビ ー ム の 焦 点 位 置 に 応 じ て 予 め ５ つ の 領 域 に 分 け る よ う に し た が 、 領 域 の 数 を よ り 多 く
分 け る よ う に し て も よ く 、 領 域 の 数 を よ り 多 く す る こ と で 、 ユ ー ザ が 所 望 す る 焦 点 位 置 を
よ り 多 く 設 け る こ と が で き る よ う に な る 。 但 し 、 領 域 の 数 が あ ま り に も 多 い と 、 不 必 要 に
焦 点 位 置 が 移 動 し て し ま う た め 、 不 必 要 に 焦 点 位 置 が 移 動 し な い よ う に 、 領 域 の 数 を 適 度
に 分 け る こ と が 必 要 で あ る 。 こ れ に よ り 、 不 必 要 に 焦 点 位 置 が 移 動 す る こ と な く 、 ユ ー ザ
が 所 望 す る 焦 点 位 置 に お い て 、 よ り 空 間 分 解 能 が 高 く 、 か つ 、 コ ン ト ラ ス ト の 高 い 画 質 の
よ い 画 像 を 表 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ６ ４ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 診 断 装 置 な ど に 適 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ６ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 適 用 し た 超 音 波 診 断 装 置 の 実 施 形 態 を 示 す 内 部 の 構 成 を 表 す ブ ロ ッ ク 図
。
【 図 ２ 】 図 １ の 視 線 位 置 入 力 部 の 内 部 の 構 成 を 表 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ３ 】 図 １ の 本 体 の 視 線 入 力 処 理 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ４ 】 図 １ の 本 体 の 視 線 入 力 処 理 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ５ 】 図 １ の 視 線 位 置 入 力 部 の キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン 処 理 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ６ 】 図 １ の 視 線 位 置 入 力 部 に お け る ユ ー ザ の 現 在 の 視 線 位 置 を 算 出 す る 方 法 を 説 明 す
る 図 。
【 図 ７ 】 図 １ の 表 示 部 に 表 示 さ れ る ポ イ ン タ の 表 示 例 を 示 す 図 。
【 図 ８ 】 図 １ の 視 線 位 置 入 力 部 に お け る 本 体 の 表 示 部 に 表 示 さ れ る ポ イ ン タ の 位 置 を 算 出
す る 方 法 を 説 明 す る 図 。
【 図 ９ 】 図 １ の 表 示 部 に 表 示 さ れ る 視 線 入 力 開 始 ダ イ ア ロ グ の 表 示 例 を 示 す 図 。
【 図 １ ０ 】 図 １ の 視 線 位 置 入 力 部 の 視 線 位 置 デ ー タ 供 給 処 理 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 １ １ 】 図 １ の 表 示 部 に 表 示 さ れ る 表 示 例 を 示 す 図 。
【 図 １ ２ 】 図 １ の 表 示 部 に 表 示 さ れ る 表 示 例 を 示 す 図 。
【 図 １ ３ 】 図 １ の 本 体 の 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 焦 点 位 置 設 定 条 件 デ ー タ ベ ー ス の 例 を 示
す 図 。
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【 図 １ ４ 】 図 １ の 表 示 部 に 表 示 さ れ る 表 示 例 を 示 す 図 。
【 図 １ ５ 】 図 １ の 表 示 部 に 表 示 さ れ る 焦 点 位 置 移 動 ダ イ ア ロ グ の 表 示 例 を 示 す 図 。
【 図 １ ６ 】 図 １ の 本 体 の 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 画 質 設 定 条 件 デ ー タ ベ ー ス の 例 を 示 す 図
。
【 図 １ ７ 】 図 １ の 表 示 部 に 表 示 さ れ る 画 質 設 定 条 件 変 更 ダ イ ア ロ グ の 表 示 例 を 示 す 図 。
【 図 １ ８ 】 図 １ の 本 体 の 他 の 視 線 入 力 処 理 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 １ ９ 】 図 １ の 本 体 の 他 の 視 線 入 力 処 理 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ２ ０ 】 図 １ の 表 示 部 に 表 示 さ れ る 画 質 設 定 条 件 変 更 選 択 ダ イ ア ロ グ の 表 示 例 を 示 す 図
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ６ ６ 】
１ 　 超 音 波 診 断 装 置
１ １ 　 本 体
１ ２ 　 超 音 波 プ ロ ー ブ
１ ３ 　 入 力 部
１ ４ 　 視 線 位 置 入 力 部
２ １ 　 制 御 部
２ ２ 　 送 信 部
２ ３ 　 受 信 部
２ ４ 　 画 像 処 理 取 得 部
２ ５ 　 記 憶 部
２ ６ 　 設 定 条 件 変 更 部
２ ７ 　 視 線 位 置 デ ー タ 取 得 部
２ ８ 　 DSC
２ ９ 　 入 出 力 イ ン タ フ ェ ー ス
３ ０ 　 Bモ ー ド 処 理 取 得 部
３ １ 　 ド プ ラ モ ー ド 処 理 取 得 部
３ ２ 　 デ ー タ 記 憶 部
３ ３ 　 焦 点 位 置 設 定 条 件 デ ー タ ベ ー ス
３ ４ 　 画 質 設 定 条 件 デ ー タ ベ ー ス
４ １ 　 視 線 位 置 入 力 制 御 部
４ ２ 　 視 線 位 置 入 力 記 憶 部
４ ３ 　 カ メ ラ
４ ４ 　 眼 球 カ メ ラ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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摘要(译)

解决的问题：获得用户的视线位置数据并基于所获得的视线位置数据来
改变预设设置条件，从而提高超声诊断设备的可操作性。 为了能够。 在
本发明的超声波诊断装置中，视线位置数据获取单元27从视线位置输入
单元14获取用户的当前视线位置数据，并且设置条件改变单元26基于该
视线位置数据。 更改设置的区域。 此外，设置条件改变单元26参考​​焦点
位置设置条件数据库并基于设置区域的数据来改变设置的焦点位置，并
且主控制单元21控制发送单元22和接收单元。 将对焦位置移至23。 此
外，设置条件改变单元26参考​​图像质量设置条件数据库，并基于设置区
域的数据将设置的图像质量设置条件改变为最佳图像质量设置条件。 [选
择图]图4
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